
　開演を目前に慌ただしさを増す舞台裏。先ほど
まではしゃいでいた子どもが見る間に歌舞伎役者
の顔に。まるで憧れの女優を見るようなまなざし
で、女の子がのぞきこんでいました。（11月17日・
大栄公民館「第15回伊能歌舞伎定期公演」で）
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「
成
田
屋
」
の
屋
号
を
名
乗
る
歌
舞
伎

役
者
・
12
代
目
市
川
團
十
郎（
本
名
・
堀ほ
り

越こ
し

夏な
つ

雄お

）さ
ん
が
、
今
年
2
月
に
急
逝
し

ま
し
た
。

　
生
前
の
團
十
郎
さ
ん
は
、
12
代
目
襲
名

披
露
の
練
り
歩
き
「
お
練
り
」
を
表
参
道

で
行
っ
た
り
、
成
田
山
開
基
記
念
行
事
で
、

成
田
山
新
勝
寺
大
本
堂
を
舞
台
に
演
舞
を

奉
納
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
身
の
人
生
の

節
目
節
目
に
お
い
て
本
市
を
訪
れ
、
成
田

と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
川
團
十
郎
と
成
田
の
結
び
付
き
は
、

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
3
5
0
年
。
初
代
團

十
郎
の
父
、
重
じ
ゅ
う

蔵ぞ
う
が
本
市
幡
谷
出
身
で

あ
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
跡
継
ぎ
に
な
か
な
か
恵
ま
れ
な
か
っ
た

初
代
團
十
郎
が
、
成
田
山
新
勝
寺
に
祈
願

し
、
待
望
の
子
ど
も
を
授
か
っ
て
以
来
、

團
十
郎
と
成
田
の
縁
は
深
ま
り
、
市
川
家

の
屋
号
を
「
成
田
屋
」
に
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

伝
承
の
軌
跡
を
た
ど
る

歌
舞
伎
が
息
づ
く
ま
ち
成
田

特
集
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初
代
團
十
郎
が
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た

こ
ろ
、
全
国
を
巡
業
す
る
旅
芝
居
に
よ
り
、

地
方
に
も
歌
舞
伎
の
魅
力
の
一
端
が
伝
わ

り
、
地
元
の
人
た
ち
が
自
ら
演
じ
て
楽
し

む
、「
農
村
歌
舞
伎
」
と
呼
ば
れ
る
芝
居

が
、
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
実
は
成
田
に
は
、
北
総
地
域
で
唯
一
現

存
す
る
、「
伊
能
歌
舞
伎
」（
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
）と
い
う
、
約
3
0
0
年
の

歴
史
を
持
つ
農
村
歌
舞
伎
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　
昭
和
40（
1
9
6
5
）年
の
公
演
を
最
後

に
上
演
が
途
絶
え
た
「
伊
能
歌
舞
伎
」
で

し
た
が
、
数
々
の
試
練
を
克
服
し
平
成
11

（
1
9
9
9
）年
に
復
活
。
現
在
も
定
期
的

に
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
川
團
十
郎
」
と
「
伊
能
歌
舞
伎
」
。

由
緒
・
由
縁
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
特
集
で
は
、
代
々
の
「
市
川
團
十

郎
」
と
成
田
と
の
連
綿
と
続
く
深
い
縁
。

そ
し
て
「
伊
能
歌
舞
伎
」
の
過
去
〜
現
在

〜
未
来
を
通
し
て
、
先
人
か
ら
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
守
り
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

幾
多
も
の
困
難
を
乗
り
越
え
今
に
至
る
…

そ
の
軌
跡
を
ひ
も
解
き
、
振
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。

1成田山開基1070年を記念し、12代目市川團十郎さん
（左）と長男の11代目市川海老蔵さんが、成田山新勝
寺大本堂を舞台に「連

れん
獅
じ

子
し

」を奉納
2成田山棟上図（中央の老人が7代目團十郎）（成田山霊

光館所蔵）
3千

せん
松
まつ

が鶴
つる

千
ち

代
よ

の代わりに命を絶たれる（伽
めい

羅
ぼく

先
せん

代
だい

萩
はぎ

）
4三

み
浦
うら

之
の

助
すけ

義
よし

村
むら

、佐
さ

々
さ

木
き

高
たか

綱
つな

、時
とき

姫
ひめ

のそろい踏み（鎌
かま

倉
くら

三
さん

代
だい

記
き

）
5小

こ
槇
まき

がなぎなたで立ち回り（伽羅先代萩）
67代目團十郎が寄進した額堂は昭和40（1965）年に不

審火で焼失。写真の現在の額堂（国指定重要文化財）
は、文久元（1861）年に2番目の額堂として建立
7現在の額堂の中央部にある7代目團十郎の等身大の石像
88代目團十郎の宮参りの図（成田山霊光館所蔵）
＊345は、第15回伊能歌舞伎定期公演から

67
8

1

2

3

4

5
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い
っ
た
、
後
の
「
歌
舞
伎
十
八
番
」
の

原
型
と
な
る
傑
作
を
次
々
と
演
じ
、
歌

舞
伎
界
の
第
一
人
者
と
し
て
絶
賛
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
期
待
さ
れ
て
い
た
跡
継
ぎ

に
な
か
な
か
恵
ま
れ
ず
、
自
身
の
芸
を

何
と
か
伝
承
し
た
い
と
切
望
し
た
初
代

團
十
郎
は
、
父
親
の
出
身
地
に
近
く
縁

の
あ
っ
た
成
田
山
新
勝
寺（
以
下
、
成

田
山
）に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
元
禄
元

（
1
6
8
8
）年
に
、
男
の
子（
2
代
目

團
十
郎
）を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
に
深
く
感
謝
し
た
初
代
團

十
郎
が
、
成
田
山
の
本
尊
で
あ
る
不
動

明
王
を
た
び
た
び
演
じ
、
ま
た
、「
成

田
山
分ふ
ん

身じ
ん

不
動
」
と
い
う
演
目
を
創
作

初
代
團
十
郎
と
2
代
目
團
十
郎

〜
成
田
と
の
縁
の
礎
を
築
く
〜

　
初
代
團
十
郎
は
、
万
治
3（
1
6
6 

0
）年
、
幡
谷
村（
現
成
田
市
）出
身
の

堀
越
重
蔵
の
子
と
し
て
誕
生
。

　
14
歳
の
若
さ
で
初
舞
台
を
踏
み
、
豪

放
な
英
雄
が
悪
を
懲
ら
し
め
る
筋
書
き

の
中
で
、
主
役
の
武
士
や
鬼
神
な
ど
の

荒
々
し
さ
を
誇
張
し
て
演
じ
る
「
荒あ
ら

事ご
と

」
を
創
作
し
、
自
ら
演
じ
ま
し
た
。

　
「
荒
事
」
は
、
後
に
市
川
家
の
お
家

芸
と
な
る
ほ
ど
人
気
が
高
ま
り
、
演
じ

る
初
代
團
十
郎
は
、
江
戸
の
人
た
ち
に

絶
大
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、「
暫
し
ば
ら
く」「
鳴な

る
神か

み
」「
不ふ

破わ

」
と

市
川
團
十
郎
と
成
田
の
悠
久
の
歴
史

数
あ
る
歌
舞
伎
役
者
の
名み
ょ
う
せ
き跡の
な
か
で
も
、
最
も
権
威
の
あ
る
名

と
い
わ
れ
て
い
る「
市
川
團
十
郎
」。
伝
承
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る

た
び
に
浮
か
び
上
が
る
成
田
と
の
縁
。
そ
の
結
び
付
き
と
は
。

2代目市川團十郎
清峰画（成田山霊光館所蔵）

「荒事」に積極的に挑戦したほか、
男女の恋愛描写を描いた「和

わ
事
ごと
」

にも取り組み、演技の幅を広げ、
後に「歌舞伎十八番」に制定され
る演目の多くを創作。不動明王

を題材にした舞台が大当たりしたことに感謝し、成田山に、
寺社に祭る神

しん
鏡
きょう
などを寄進。

初代市川團十郎
「暫

しばらく
」の図（成田山霊光館所蔵）

感情の高まりなどを表現するた
めに、演技の途中で一瞬顔の表
情や動きを止めてにらむ「見

み
得
え
」、

人物の性格や表情などを強調す
るために、紅と墨とで顔を彩る
「隈

くま
取
どり
」といった、今でも使われ続けている歌舞伎独特の演

技や化粧法を編み出す。

代
々
の「
市
川
團
十
郎
」と
成
田

そ
の
連
綿
と
続
く
深
い
縁

第 1 章
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7
代
目
團
十
郎
と
8
代
目
團
十
郎

〜
ま
す
ま
す
深
ま
る
成
田
と
の
縁
〜

　
代
を
重
ね
る
ご
と
に
市
川
家
と
成
田

の
結
び
付
き
は
深
ま
り
ま
す
が
、
7
代

目
團
十
郎
は
、
文
政
4（
1
8
2
1
）年

に
私
費
千
両
を
投
じ
成
田
山
に
額が
く

堂ど
う

を

寄
進
す
る
な
ど
、
そ
の
結
び
付
き
は
と

り
わ
け
顕
著
で
し
た
。

　
7
代
目
團
十
郎
も
ま
た
跡
継
ぎ
に
恵

ま
れ
ず
、
初
代
團
十
郎
に
倣
い
、
成

田
山
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
文
政
6

（
1
8
2
3
）年
に
、
男
の
子（
8
代
目

團
十
郎
）を
授
か
り
ま
し
た
。
成
田
山

へ
の
感
謝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
江
戸

の
舞
台
を
観
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

村
人
の
た
め
に
、
成
田
村（
現
成
田
市
）

で
奉
納
芝
居
を
行
う
な
ど
、
市
川
家
の
、

成
田
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は

強
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
天
保
13（
1
8
4
2
）年
、
倹
約
を
美

徳
と
す
る
奢し
ゃ
し侈

禁
止
令
に
よ
り
、
歌
舞

伎
で
使
う
小
道
具
や
衣
装
が
ぜ
い
た
く

で
あ
る
と
い
う
理
由
な
ど
か
ら
、
7
代

目
團
十
郎
は
江
戸
を
追
放
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
身
を
寄
せ
た
の
は
成
田
村

で
し
た
。
成
田
山
内
に
あ
る
延
命
院
で

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
7
代
目
團

十
郎
は
、
村
人
と
句
会
を
催
し
た
り
、

子
ど
も
に
芝
居
を
教
え
た
り
す
る
な
ど
、

成
田
周
辺
地
域
の
文
化
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
、
親
子
で
共
演
し
た
こ
と
に
よ
り
、

成
田
山
が
江
戸
の
人
た
ち
に
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
に
不
動
明
王
を
演
じ
た
「
不
動
」

と
い
う
演
目
は
、
市
川
家
の
「
十お

八は

番こ

」
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
十
八
番
」
と
書
い
て
「
お
は
こ
」

と
読
む
の
は
、
市
川
家
が
得
意
と
し
た

18
演
目
を
、「
お
箱
」
に
入
れ
て
大
切

に
代
々
受
け
継
い
で
い
く
習
わ
し
が
あ

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
以
来
、
市
川
家
と
成
田
の
結
び
付
き

は
強
ま
り
、
初
代
團
十
郎
は
2
代
目
團

十
郎
を
「
成
田
山
の
申
し
子
」
と
呼
び
、

市
川
家
の
屋
号
を
「
成
田
屋
」
に
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

7代目市川團十郎
「勧

かん
進
じん

帳
ちょう

」での弁慶（成田山霊光館所蔵）

不動明王を演じる「不動」をはじ
め、現在も人気が高くたびたび
上演される「暫」「助六」「勧進帳」。
これら代々の團十郎が得意とし
た演目をまとめた「歌舞伎十八

番」を制定するなど、歌舞伎界における「市川團十郎」の存在
を確固たるものにした。

8代目市川團十郎
3代豊国画（成田山霊光館所蔵）

天性の美貌と素質により高い人気
を誇った。父が江戸を追放された
際、残された弟妹の面倒を見なが
ら、成田山の不動明王の出張所に、
毎日のように父の無事と赦免を祈
願していたという。それらの善行が町奉行に認められ褒美を与
えられるなど、親孝行としても有名。

7代目團十郎が常連客に配った「歌舞伎十八番制定の刷り物」（成
田山霊光館所蔵）

7代目團十郎の成田参詣図（成田山霊光館所蔵）

歌舞伎と縁の深い場所がここにも 
〜義民・佐倉宗吾を祭る宗吾霊堂〜
　公津村（現成田市）の名主だった佐倉宗吾（木内惣
五郎）は、承応元（1652）年、凶作と重税に苦しむ
農民を救うため、将軍への直訴を決行し、その罪
により処刑されました。その佐倉宗吾の伝記を脚色

した「佐倉義民伝」
は、歌舞伎の舞台
で何度も上演され
ています。

歌舞伎が息づくまち成田集特

9代目松本幸四郎さん
が舞台の成功を祈願

5 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



き
た
12
代
目
團
十
郎
さ
ん
。
パ
リ
・
オ

ペ
ラ
座
で
初
の
歌
舞
伎
公
演
を
実
現
し
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
世
界
に
広
め
る
役

割
を
果
た
し
、
ま
た
、
白
血
病
の
患
者

を
勇
気
づ
け
る
た
め
に
自
身
の
歌
舞
伎

の
公
演
に
招
待
し
、
社
会
貢
献
に
力
を

注
ぐ
な
ど
、
病
を
押
し
て
精
力
的
に
活

動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
家
芸
を
伝
承
す
る
た
め
に
、

「
歌
舞
伎
十
八
番
」
や
上
演
が
途
絶
え

て
い
る
演
目
の
復
活
、
後
継
者
の
育
成

に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
い
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
々
の
團
十
郎
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お

家
芸
の
伝
承
、
そ
し
て
跡
継
ぎ
の
育
成

に
苦
労
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

と
活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
成
田
市
の

名
を
高
め
る
こ
と
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
」
と
し
て
、
成
田
市
市
民
栄
誉

賞
を
受
賞
。

　
平
成
20（
2
0
0
8
）年
に
は
、
成
田

山
開
基
1
0
7
0
年
を
記
念
し
、
長
男

の
11
代
目
市
川
海
老
蔵（
本
名
・
堀ほ
り
越こ

し

孝た
か
俊と

し
）さ
ん
と
共
に
表
参
道
で
「
お
練

り
」
を
行
い
、
親
子
で
「
連れ
ん
獅じ

子し

」
を

奉
納
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
毎
年
大
み
そ
か
に
家
族

で
成
田
を
訪
れ
、
1
月
1
日
午
前
0
時

か
ら
の
御お

護ご

摩ま

祈き
と
う禱

を
成
田
山
で
受
け

る
な
ど
、
代
々
の
團
十
郎
と
変
わ
ら
ず
、

成
田
と
の
縁
は
深
い
も
の
で
し
た
。

　
長
く
白
血
病
と
い
う
病
魔
と
闘
っ
て

12
代
目
團
十
郎

〜
成
田
と
の
縁
を
こ
れ
か
ら
も
〜

　
12
代
目
市
川
團
十
郎
さ
ん
は
、
昭
和

21（
1
9
4
6
）年
に
生
ま
れ
、
7
歳
で

初
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

　

昭
和
44（
1
9
6
9
）年
に
10
代
目

市
川
海
老
蔵
を
襲
名
し
、
昭
和
60

（
1
9
8
5
）年
に
12
代
目
市
川
團
十
郎

を
襲
名
。
自
身
の
襲
名
披
露
な
ど
、
市

川
家
の
慶
事
に
際
し
て
成
田
山
へ
の
報

告
を
欠
か
さ
ず
、
折
に
触
れ
て
成
田
を

訪
問
。

　
成
田
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
平

成
16（
2
0
0
4
）年
に
は
、「
広
く
市

民
に
敬
愛
さ
れ
、
社
会
に
明
る
い
希
望

12
代
目
市
川
團
十
郎
さ
ん
と
共
に
歩
ん
だ
成
田

「ありがとう十二代目市川團十郎丈」と記された幕を、
成田祇園祭では、全ての山車・屋台の正面に掲げた

Interview インタビュー

○12代目市川團十郎さんの人柄は
　昨年11月、12代目市川團十郎さんが成田山新勝寺
に参詣にいらしたときに、境内を案内する係の1人と
して同行しました。くしくも、その時の来

らい
山
さん
が最後と

なってしまったのですが、奥様を乗せて、ご自身で車
を運転してきたくらいで、体調不良など微

み
塵
じん
も感じら

れませんでした。当日、御護摩修行での凛
りん
とした佇

たたず
ま

いからは、市川家の威厳を感じました。やはり、苦労
を重ねていらしたからでしょうか、わたしのような一
担当者にも気遣いの言葉をいただき、心温かい人柄を

間近に感じることができ、貴重な時間を過ごさせてい
ただき、感謝しております。
○11代目市川海老蔵さんとの縁は
　実は以前、11代目市川海老蔵さんと一緒に参

さん
籠
ろう
修

行を行ったことがあるのですが、修行中の真剣な姿勢
はもちろん、普段の立ち居振る舞いからも、市川家を
受け継ぐ者ならではの威厳と気品、そして頼もしさが
感じられました。わたしと年齢が近いにもかかわらず、
その意識の高さに圧倒されたことを覚えています。今
年3月に誕生した長男・勧

かん
玄
げん
さんと成田との縁も、深

めていければ素晴らしいですね。ゆくゆくは襲名披露
の時など、表参道で「お練り」が行われるのでしょうが、
今から楽しみです。その時には、市民の皆さんにも協
力していただき、成田のまち全体で、盛り上げてほし
いものですね。市川團十郎、ひいては歌舞伎界と成田
のますますの結び付きは、市民の皆さんの温かい力添
えがあってこそだと思っています。

成田山新勝寺　企画調整課

寺
てら

口
ぐち

 照
しょうえ

慧さん

12代目市川團十郎さん
親子と接して
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11代目市川海老蔵さん夫妻が、成田山で結婚奉告 成田山開基1070年を記念し、親子で表参道を「お練り」

色とりどりの紙吹雪に包まれて

歌
舞
伎
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
に

通
じ
る
、
長
き
に
わ
た
る
悩
み
で
あ
り

課
題
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
2
月
に
急
逝
。

　
7
月
に
行
わ
れ
た
「
成
田
祇
園
祭
」

で
は
、
全
て
の
山
車
・
屋
台
の
正
面

に
「
あ
り
が
と
う
十
二
代
目
市
川
團
十

郎
丈
」
と
記
さ
れ
た
幕
が
、
追
悼
と
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
9
月
に
は
、
成
田
観
光
館

で
、
数
々
の
写
真
や
映
像
で
12
代
目
團

十
郎
さ
ん
の
活
躍
を
振
り
返
る
企
画
展

が
、
約
1
カ
月
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

延
べ
4
、
5
0
0
人
以
上
の
人
が
訪
れ
、

そ
の
人
柄
を
し
の
び
ま
し
た
。

　
11
代
目
海
老
蔵
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

成
田
は
特
別
な
地
で
あ
り
、
平
成
16

（
2
0
0
4
）年
に
表
参
道
で
襲
名
披
露

の
「
お
練
り
」
を
、
平
成
22（
2
0
1 

0
）年
に
は
成
田
山
に
自
身
の
結
婚
奉

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父
親
で

あ
る
12
代
目
團
十
郎
さ
ん
の
病
気
の
平

癒
を
願
い
、
今
年
2
月
の
「
成
田
山
節

分
会
」
で
豆
ま
き
に
参
加
す
る
な
ど
、

変
わ
ら
ず
成
田
と
の
縁
は
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

成田観光館で團十郎ゆかりの品々を展示

歌舞伎が息づくまち成田集特

12代目市川團十郎さんから 
農村歌舞伎にメッセージ
　「伊能歌舞伎」を題材として「農村歌舞伎の復活・再生から
創造へ」をテーマに、平成23（2011）年に本市で開催された
「全国地芝居サミット」に、農村歌舞伎にも造詣が深い12代
目市川團十郎さんから、温かいメッセージが寄せられました。

　本日ここに、第二十一回全国地芝居サミットが成田市

において盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上

げます

　日本各地に江戸時代より伝承されてきた農村歌舞伎が

関係各位のご支援・ご協力のもとに定着し、後継者育成

においても多大なるご尽力を賜り、確実に次世代へ受け

継がれていることに敬意と感謝を申し上げます

　さて農村歌舞伎の支援・育成には当家におきましても

各地の保存会の皆様との交流を深めてまいりましたが当

家ゆかりの成田においてサミットが開催されますことは

誠に感慨深く今後の隆盛を願わずにはおれません

　本日全国各地からお集まりの皆様には尚
なお

一層のご活躍

とご多幸を心よりご祈念申し上げ私のお祝いのごあいさ

つといたします
市川團十郎

（＊原文のまま掲載）
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「奥
おうしゅうあだちがはら

州安達原」（昭和14年4月公演） 昭和23年4月の大須賀大神の例大祭（坂戸恒夫さん所蔵）

「本
ほんちょうにじゅうしこう

朝廿四考」（昭和24年4月公演）

関
東
近
郊
で
も
有
数
の
農
村
歌
舞
伎
が

盛
ん
な
地
区
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

愛
さ
れ
続
け
る
伊
能
歌
舞
伎

　
伊
能
歌
舞
伎
は
、
大お

お
須す

賀か

大だ
い

神じ
ん（
伊

能
）の
例
大
祭
の
奉
納
芝
居
と
し
て
約

3
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
、
成
田
を
代

表
す
る
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
、
県
内
で

も
、
ほ
か
に
館
山
市
に
し
か
現
存
し
な

い
農
村
歌
舞
伎
で
す
。

　
農
村
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
半
ば
に

行
わ
れ
た
享
保
の
改
革
に
よ
り
、
風
紀

を
乱
す
と
の
理
由
で
禁
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
神
社
の
祭
礼
で
奉
納
す
る
と
い
う

名
目
で
、
境
内
に
舞
台
を
建
て
て
、
上

演
し
続
け
た
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

農
村
歌
舞
伎
が
成
田
に
も

　
初
代
團
十
郎
が
江
戸
で
活
躍
し
て
い

た
こ
ろ
、
歌
舞
伎
は
京
都
や
大
阪
な
ど
、

ほ
か
の
大
都
市
で
も
人
気
を
博
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
方
を
巡
業
す
る
旅
芝
居

に
よ
り
、
成
田
に
も
そ
の
魅
力
の
一
端

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
旅
芝
居
の
役
者
が
演
じ
る

舞
台
を
見
物
す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら

ず
、
地
元
の
人
た
ち
が
自
ら
演
じ
て
楽

し
む
「
農
村
歌
舞
伎
」
と
呼
ば
れ
る
芝

居
が
、
成
田
で
も
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
大
栄
地
区
は
、
伊
能
の
ほ
か

に
前
林
・
吉
岡
・
津
富
浦
・
松
子
・
馬

乗
里
で
も
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
る
な
ど
、

成
田
に
脈
々
と
息
づ
く
伊
能
歌
舞
伎

3
0
0
年
の
歴
史
を
誇
る「
伊
能
歌
舞
伎
」。
一
度
途
切
れ
て
し

ま
っ
た
伝
統
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
人
た
ち
の
情
熱
は
。
そ
し
て

将
来
を
見
据
え
る
力
強
い
視
線
の
先
に
は
…
。

古
来
、
成
田
の
地
に

受
け
継
が
れ
る「
伊
能
歌
舞
伎
」

第 2 章
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Interview

　
し
か
し
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
、
時
代

の
流
れ
に
よ
る
娯
楽
の
多
様
化
に
加
え
、

衣
装
を
保
管
し
て
い
た
建
物
が
火
災
に

よ
り
焼
失
し
た
こ
と
が
致
命
的
な
痛
手

と
な
り
、
昭
和
40（
1
9
6
5
）年
の
公

演
を
最
後
に
上
演
は
途
絶
え
、
昭
和
55

（
1
9
8
0
）年
に
は
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
の
指
定
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

34
年
ぶ
り
の
復
活
へ
の
第
一
歩

　
平
成
8（
1
9
9
6
）年
、
旧
大
栄
町

が
、
文
化
遺
産
の
継
承
と
地
域
文
化
の

振
興
を
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
の
一
つ
に

据
え
、
伊
能
歌
舞
伎
に
つ
い
て
研
究
を

始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
復
活
へ

の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
「
以
前
、
伊
能
歌
舞
伎
に
携
わ
っ
て

い
た
人
た
ち
の
、
も
う
一
度
芝
居
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
。
そ
し
て
、
眠
っ

て
い
る
固
有
の
伝
統
文
化
に
再
び
光
を

当
て
て
、
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願

う
伊
能
の
人
た
ち
の
思
い
が
、
復
活
を

後
押
し
し
た
の
で
は
」
と
話
す
の
は
、

伊
能
歌
舞
伎
保
存
会
会
長
を
務
め
る
宮み
や

野の

茂し
げ
るさ
ん
。

　
平
成
10（
1
9
9
8
）年
、
伊
能
歌
舞

伎
保
存
会
が
結
成
。
復
活
に
向
け
て
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

繰
り
返
さ
れ
た
必
死
の
稽
古

　
し
か
し
、
一
度
途
切
れ
て
し
ま
っ
た

伝
統
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
取
り
組
み
は
、

　
成
田
で
も
、
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
須
賀
大
神
の
例
大
祭
の
名
の
下
に
伊

能
歌
舞
伎
の
上
演
を
続
け
ま
し
た
。

　
数
少
な
い
地
元
の
娯
楽
で
あ
っ
た
例

大
祭
は
、
い
つ
し
か
親
し
み
を
込
め
て

「
伊
能
の
お
あ
そ
び
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
今
も
な
お
、
境
内
に
設
置

さ
れ
た
舞
台
で
毎
年
4
月
、
伊
能
歌
舞

伎
保
存
会
に
よ
る
歌
舞
伎
公
演
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
11
月
に
は
、
大
栄
公
民

館
を
会
場
に
、
伊
能
歌
舞
伎
の
定
期
公

演
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

途
切
れ
た
歴
史

　
伊
能
歌
舞
伎
は
、
昭
和
36（
1
9
6 

1
）年
に
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
伝
統
的

な
価
値
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伊能歌舞伎復活後の大須賀大神の例大祭（平成18年4月）

インタビュー

困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　
舞
台
に
必
要
な
大
道
具
・
小
道
具
は

腕
に
自
信
が
あ
る
会
員
が
手
作
り
し
、

生
け
垣
は
植
木
に
通
じ
た
会
員
が
調
達

す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
は
尽
く

し
ま
し
た
が
、
一
番
の
問
題
は
、
30
年

以
上
の
空
白
を
埋
め
る
、
演
技
の
指
導

者
の
確
保
で
し
た
。

　
専
門
家
の
協
力
を
仰
い
だ
結
果
、
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
は
、
群
馬
県
前
橋

市
で
農
村
歌
舞
伎
の
指
導
を
行
う
山
畠

玲
子
さ
ん
で
し
た
。

　
公
演
の
半
年
前
か
ら
毎
月
4
日
間
連

続
で
稽
古
が
行
わ
れ
、
家
で
は
、
せ
り

ふ
や
動
き
を
何
度
も
お
さ
ら
い
す
る
。

　
同
じ
演
目
の
歌
舞
伎
や
関
東
近
郊
の

農
村
歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
て
研
究
を
重
ね

て
は
自
分
の
演
技
を
見
直
し
、
さ
ら
に

腕
を
磨
く
。

　
復
活
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
は
皆
、“
歌

舞
伎
漬
け
”
の
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
平
成
11（
1
9
9
9
）

年
11
月
28
日
。
大
栄
公
民
館
で
満
員
の

観
客
が
見
守
る
中
、
伊
能
歌
舞
伎
は
、

34
年
ぶ
り
に
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
13（
2
0
0
1
）年
に
は
大

須
賀
大
神
の
例
大
祭
で
上
演
さ
れ
、
奉

納
芝
居
と
い
う
伊
能
歌
舞
伎
本
来
の
姿

を
取
り
戻
す
ま
で
に
。

　
伊
能
歌
舞
伎
復
活
に
懸
け
た
人
た
ち

の
強
い
思
い
が
、
成
就
し
た
瞬
間
で
し

た
。

○復活公演までの道のりは
　伊能歌舞伎は、30年以上公演から遠ざかっていた
ので、指導はゼロからのスタートのようなものでした。
しかし、伊能の皆さんの歌舞伎に懸ける熱意は並々な
らぬものがありましたので、わたしもその熱意に応え
るべく、びしびし指導させてもらいました。
○復活当初から“子ども歌舞伎”も手掛けたそうですが
　伊能歌舞伎を長く存続させていくには、後継者の育
成が欠かせません。子どもは覚えが早く、見る見る上
達していくのが分かります。将来が楽しみですね。

伊能歌舞伎指導者
（師匠・市川劇団）

山
やま

畠
はた

 玲
れい

子
こ

さん

歌舞伎が息づくまち成田集特

○昭和20年代の例大祭は
　当時はほかにあまり娯楽がありませんでしたから、
例大祭が始まると、遊びに来た人が大須賀大神の境内
に入りきれないほどのにぎわいをみせていました。ラ
ジオで伊能歌舞伎が中継されたこともありましたね。
○復活にあたって
　縁あって、山畠玲子さんに師匠を引き受けていただ
き、今も指導をお願いしています。当時の指導は、か
なり厳しかったのですが、そのおかげで伊能歌舞伎が
復活できたので、心から感謝しています。

伊能歌舞伎保存会
（伽

めい
羅
ぼく

先
せん

代
だい

萩
はぎ

　政
まさ

岡
おか

役）

坂
さか

戸
と

 恒
つね

夫
お

さん

皆さんの伝統を大切に思う
気持ちが頼もしいですね

あのころのにぎわいを
もう一度取り戻したいですね

9 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



券
を
求
め
る
人
た
ち
が
詰
め
掛
け
、
伊

能
歌
舞
伎
の
変
わ
ら
な
い
人
気
に
保
存

会
会
員
は
皆
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
喜
び
も
つ
か
の
間
、
稽
古
場

兼
道
具
一
時
保
管
場
所
と
し
て
利
用
し

て
い
た
大
栄
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
裏

山
が
崩
れ
、
室
内
に
土
砂
が
流
入
。
稽

古
場
が
使
用
不
可
能
と
な
り
、
大
道
具

の
一
部
が
水
に
漬
か
る
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
公
演
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
た
ち
は
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
た
ち
を
思
い
、
落
ち

込
ん
で
い
る
暇
は
な
い
と
気
持
ち
を
切

り
替
え
、
早
速
、
稽
古
場
の
確
保
や
道

具
の
修
復
な
ど
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

し
た
。

あ
る
日
の
稽
古
風
景
2

〜
定
期
公
演
間
近
の
大
栄
公
民
館
で
〜

　
定
期
公
演
を
週
末
に
控
え
た
あ
る
日
。

　
山
畠
さ
ん
を
は
じ
め
三
味
線
や
義
太

夫
を
招
き
、
本
番
さ
な
が
ら
の
こ
の
日

の
稽
古
は
、
約
1
カ
月
ぶ
り
に
山
畠
さ

ん
の
指
導
を
受
け
る
と
あ
っ
て
、
緊
張

感
に
満
ち
、
気
合
い
が
こ
も
っ
た
演
技

の
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
客
席
に
顔
を
向
け
て
演
技
し
て
」

あ
る
日
の
稽
古
風
景
1

〜
大
栄
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で
〜

　
第
15
回
伊
能
歌
舞
伎
定
期
公
演
を
1

カ
月
後
に
控
え
た
10
月
の
あ
る
日
。

　
夜
の
帳と
ば
りが

下
り
る
こ
ろ
、
静
寂
に
包

ま
れ
た
稽
古
場
に
一
人
二
人
と
役
者
が

集
ま
り
始
め
ま
す
。
や
が
て
明
か
り
が

と
も
り
、
よ
く
通
る
役
者
の
せ
り
ふ
が

響
き
渡
る
と
、
稽
古
場
は
一
気
に
熱
を

帯
び
だ
し
ま
す
。

　
歌
舞
伎
に
は
教
科
書
が
な
く
、
身
ぶ

り
手
ぶ
り
や
口
伝
え
で
、
動
き
な
ど
を

体
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。

　
教
え
る
方
も
教
わ
る
方
も
真
剣
そ
の

も
の
で
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て

自
分
の
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
一
人

一
人
の
も
っ
と
上
手
に
演
じ
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
が
、
さ
ら
に
稽
古
場
を

熱
く
し
ま
す
。

台
風
被
害
を
乗
り
越
え
て

　
市
内
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
台
風
26

号
。
本
市
に
最
接
近
し
た
の
は
、
定
期

公
演
入
場
券
配
布
初
日
の
10
月
16
日
の

午
前
中
で
し
た
。

　
朝
か
ら
豪
雨
と
暴
風
に
見
舞
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
栄
公
民
館
で
は
、

配
布
開
始
の
1
時
間
以
上
前
か
ら
入
場

歩
み
続
け
る
伊
能
歌
舞
伎

伽羅先代萩　鶴
つる

千
ち

代
よ

役

髙
たか

松
まつ

 菜
な

々
な

子
こ

さん（小学1年生）

　5歳のころから歌舞伎を
やっています。せりふを覚え
るのは大変だけど、お芝居
するのは楽しいです。もう
ひとつのお芝居には、おじ
いちゃんも出ているんだよ。

伽羅先代萩　千
せん

松
まつ

役

成
な る け

毛 野
の の か

々花さん（小学2年生）

　お姉ちゃんがお芝居して
いるのを見て、かっこいい
なと思って、わたしも歌舞
伎を始めました。たくさん
の人に自分のお芝居を見て
もらうのが楽しいです。

に
聞
き
ま
し
た

子
役

大人の芝居をのぞき込む子役の2人（伽羅先代萩）

師匠の振り付けを体にたたき込む（鎌倉三代記）

観客にアピールする重要な場面（鎌倉三代記）
いかに憎らしく見せるかが腕の見せどころ

（伽羅先代萩）
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「
も
っ
と
声
を
張
っ
て
」
と
、
山
畠
さ

ん
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
が
入
る
た

び
、
役
者
は
、
せ
り
ふ
や
一
つ
一
つ
の

動
き
を
丁
寧
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

舞
台
の
幕
が
上
が
っ
て

　
定
期
公
演
当
日
の
11
月
17
日
。
会
場

の
大
栄
公
民
館
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
は
、
開

演
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
る
5
0
0

人
近
く
の
観
客
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
入
場
の
受
け
付
け
や
会
場
の
案
内
な

ど
を
手
伝
う
た
め
に
駆
け
付
け
た
、
伊

能
歌
舞
伎
後
援
会
の
会
員
も
、
そ
の
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
舞
台
裏
で
は
、「
始
ま
っ
た
ら
や
り

直
し
は
き
か
な
い
。
思
い
切
っ
て
や
る

だ
け
。
本
番
は
楽
し
ん
だ
ら
い
い
よ
」

と
山
畠
さ
ん
に
ハ
ッ
パ
を
掛
け
ら
れ
、

気
合
い
が
入
る
役
者
の
面
々
。

　
そ
し
て
午
前
10
時
、
開
演
。

　
知
り
合
い
の
役
者
が
舞
台
に
現
れ
る

と
、
近
所
か
ら
駆
け
付
け
た
観
客
か
ら

掛
け
声
が
掛
か
っ
た
り
、
舞
台
上
か
ら

役
者
が
観
客
に
拍
手
を
促
し
た
り
と
、

地
元
に
根
差
し
た
伊
能
歌
舞
伎
な
ら
で

は
の
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
ま
ま
、

舞
台
の
幕
は
下
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
年
2
回
の
公
演
の
ほ
か
に
、

各
地
か
ら
公
演
依
頼
が
舞
い
込
む
ほ
ど

に
成
長
し
た
伊
能
歌
舞
伎
。

　
し
か
し
、
ほ
か
の
農
村
歌
舞
伎
と
同

Interview

じ
よ
う
に
、
役
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
の
問
題
も
…
。

　
伊
能
歌
舞
伎
保
存
会
に
は
、
現
在
30

人
ほ
ど
が
参
加
。
今
で
は
、
伊
能
地
区

以
外
の
会
員
も
増
え
、
職
業
・
年
齢
も

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
だ
け
で
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
三
味

線
や
義
太
夫
、
化
粧
や
着
付
け
な
ど
は

ま
だ
、
外
部
の
専
門
家
に
頼
む
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
全
て
を
自
ら
の
手
で
こ
な
し
上
演
す

る
ま
で
に
は
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
高
い
壁
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
伊
能
歌
舞
伎
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

インタビュー

歌舞伎が息づくまち成田集特

○音響・照明で苦労するところは
　稽古のときは、音を出すタイミングや光を当て
るタイミングを計るため、役者の皆さんが演じて
いる脇で、せりふや動きと台本を照らし合わせな
がら、ポイントを確認しています。いくら役者の
演技が完璧でも、音響や照明のタイミングがずれ
てしまうと、舞台を台無しにしかねないので、い
つも緊張感を持って取り組んでいます。
○伊能歌舞伎の魅力は
　普段は裏方をしていますが、実は、何度か舞台
に上がったこともあるんですよ。脇役でせりふも
ほとんどありませんでしたが、いざ舞台に立つと、
楽しくて仕方がありませんでした。化粧をし、舞
台用の衣装を身にまとうことで別人に変身でき、
思い切って演じることができます。皆さんにもぜ
ひ一度、この気持ち良さを味わってほしいもので
すね。

○保存会に加入したきっかけは
　わたしは4年前まで、伊能地区にある大須賀小
学校に勤務していました。何人もの教え子が伊能
歌舞伎の舞台で活躍している様子を間近で見てい
ましたし、もともと伊能地区に住んでいて、歴史
が好きだったこともあり、興味を持っていました。
平成23（2011）年に成田で「全国地芝居サミット」
が開催されるのを機に、本格的に携わるのは「今
しかない」と思い加入しました。
○伊能歌舞伎の素晴らしさは
　成田に、300年の歴史を持つ伊能歌舞伎が受け
継がれているということは、とても貴重なことだ
と思います。歴史的価値の高い文化に触れられる、
またとないチャンスです。しかも公演は無料なん
ですよ。ぜひ、たくさんの人に舞台を見に来ても
らい、伊能歌舞伎の素晴らしさを感じてほしいで
すね。

伊能歌舞伎保存会
（音響・照明担当）

小
お

川
がわ

 知
とも

幸
ゆき

さん

伊能歌舞伎保存会
（伽羅先代萩　小

こ
槇
まき

役）

堀
ほり

越
こし

 修
しゅう

一
いち

さん

300年の歴史を持つ
伝統芸能が身近に

あるって素晴らしい

裏方も役者もやりがいが
あり楽しいです

見る見る変身していく2人どう、かっこいい？

お礼口上で定期公演が大団円を迎えた

11 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



第
15
回
伊
能
歌
舞
伎
定
期
公
演

11
月
17
日
㈰
　
大
栄
公
民
館
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

復
活
公
演
か
ら
今
回
で
15
回
を
数
え
る
伊
能

歌
舞
伎
の
定
期
公
演
。
幾
多
も
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
き
た
伝
承
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、

役
者
た
ち
は
全
力
で
演
じ
ま
し
た
。

1八
や

汐
しお

が千松のとどめを刺しに（伽羅先代萩）
2三浦之助義村、佐

さ
々
さ

木
き

高
たか

綱
つな

の大
おお

見
み

得
え
（鎌倉三代記）

3政岡が千松の敵を討つ（伽羅先代萩）
4毒が盛られた菓子を食べる千松（伽羅先代萩）
5富

とんだのろくろう
田六郎をやりで突く佐々木高綱 （鎌倉三代記）

伝
統
の
舞
台
、こ
こ
に
お
目
見
え

三
さ ん ば そ う

番叟
舞台の幕が上がり、最初に舞うことで舞台を清める

伽
めい

羅
ぼく

先
せん

代
だい

萩
はぎ

　「御
ご
殿
てん
の場・床

ゆか
下
した
の場」

江戸時代の仙台藩伊
だ
達
て
家のお家騒動を題材とした作

品。乳母・政
まさ
岡
おか
が、自分の子・千

せん
松
まつ
を犠牲にして、幼

い主君・鶴
つる
千
ち
代
よ
を、乗っ取りをたくらむ悪人一派から

守る物語

鎌
かま

倉
くら

三
さん

代
だい

記
き
　「絹

きぬ
川
がわ
村
むら
閑
かん
居
きょ
の場」

若武者・三
み
浦
うら
之
の
助
すけ
義
よし
村
むら
が、重病の母に一目会いたいと

戦場から駆け付けると、敵方の大将である北条時
とき
政
まさ
の

娘・時
とき
姫
ひめ
が熱心に母を看病していた。夫婦になりたかっ

たら父・時政を討てと言われ、父と恋人との板挟みに
なる時姫の苦悩が見どころの一つの物語

演目紹介

1

2

3

4
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Interview

取
材
を
終
え
て

　
今
年
2
月
、
成
田
と
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
た

歌
舞
伎
役
者
・
12
代
目
市
川
團
十
郎
さ
ん
が
急
逝

し
、
多
く
の
市
民
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
代
々
の
市
川
團
十
郎
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み

る
と
、
伝
承
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
そ
し
て
そ
の

困
難
を
乗
り
越
え
る
た
び
に
深
ま
る
成
田
と
の
縁

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
伊
能
歌
舞
伎
の
過
去
〜
現
在
〜
未
来

を
通
し
て
見
る
と
、
形
は
違
え
ど
、
同
じ
く
伝
承

す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
そ
し
て
困
難
を
乗
り
越
え

る
地
元
の
人
た
ち
の
力
強
さ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
歌
舞
伎
は
、
成
田
に
住
む
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
、
ふ
る
さ
と
の
誇
り
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
文
化
・
芸
術
を
成
長
さ
せ
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
礎
の
一
つ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
続
く
で
あ
ろ
う
「
市
川
團

十
郎
」
と
成
田
の
縁
。
そ
し
て
、
未
来
に
向
け
て

歩
み
続
け
る
「
伊
能
歌
舞
伎
」
。

　
地
元
に
息
づ
く
歌
舞
伎
か
ら
感
じ
ら
れ
る
、
伝

統
を
守
り
新
し
い
世
代
に
受
け
継
い
で
い
こ
う
と

す
る
力
。

　
こ
の
力
強
さ
が
、
成
田
と
い
う
ま
ち
の
未
来
に

向
け
た
、
よ
り
一
層
の
成
長
・
発
展
の
原
動
力
の

一
つ
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

インタビュー

生
か
ら
、
参
加
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
次
の

公
演
で
実
際
に
舞
台
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
、
舞
台
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
公
演
を
毎
年
続
け
て
い
る
意
義
は
、
こ
こ
に
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
伊
能
歌
舞
伎
に
ち
な
み
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
を
目
指
し
「
伊
能
歌
舞
伎
米
」
と
名
付
け

た
米
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
代
目
市
川
團
十

郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
成
田
に
縁
が
あ
る
歌
舞
伎
役

者
の
人
た
ち
に
届
け
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
伊
能
歌
舞
伎
米
と
の
相
乗
効
果
で
、
伊
能
歌
舞

伎
の
知
名
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
苦
労
の
末
に
復
活
し
た
伊
能
歌
舞
伎
で
す
が
、

心
配
な
の
は
、
役
者
を
は
じ
め
裏
方
を
含
め
た
後

継
者
不
足
。
三
味
線
や
義
太
夫
、
化
粧
や
着
付
け

な
ど
は
、
後
継
者
が
い
な
い
た
め
、
外
部
の
人
に

お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
伊
能
歌
舞
伎
保
存
会
で
は
、
住
所
・
年
齢
・
性

別
を
問
わ
ず
、
少
し
で
も
歌
舞
伎
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
も
い
い
の
で

参
加
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
稽
古
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
し
、
今
年
か
ら
、

定
期
公
演
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
の
公
開
も
始
め
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
一
度
、
長
き
に
わ
た
り
成
田
に
息

づ
く
伊
能
歌
舞
伎
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宮
み や

野
の

 茂
しげる

さん伊能歌舞伎保存会会長

子どものころから身近にあった伊能歌舞伎。一度途切
れた伝統をよみがえらせる難しさは身に染みています。
今は、後世への伝承に全力を注いでいます。

歌舞伎とともに歩み続ける

○
復
活
後
、
15
回
目
の
公
演
を
終
え
て

　
伊
能
歌
舞
伎
の
伝
統
を
後
世
に
伝
承
す
る
の
は
、

わ
た
し
た
ち
保
存
会
の
大
切
な
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

芸
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
2
人
の
子
役
が
出
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

稽
古
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ
、
逆
に
わ

た
し
た
ち
大
人
も
、
も
っ
と
頑
張
ら
な
く
て
は
と

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
お
互
い
に
、
稽
古
を
通
し

て
得
た
知
識
や
経
験
が
、
次
の
舞
台
に
も
生
か
さ

れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
元
の
人
た
ち
が
、

世
代
を
超
え
て
協
力
し
て
舞
台
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
支
え
る
礎
の
一
つ
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

○
伊
能
歌
舞
伎
の
こ
れ
か
ら

　
以
前
、
た
ま
た
ま
稽
古
を
見
に
来
た
女
子
中
学

参
考
文
献
　

　
『
成
田
山
史
』（
成
田
山
新
勝
寺 

小
嶋
照
本
）

　
『
新
修
成
田
山
史
』（
成
田
山
新
勝
寺 

神
崎
照
恵
）

取
材
協
力
　

　
成
田
山
新
勝
寺
、
伊
能
歌
舞
伎
保
存
会

歌舞伎が息づくまち成田集特

※･伊能歌舞伎についてくわしくは伊能歌舞･
伎保存会事務局（☎090-7205-0441）へ。
伊能歌舞伎を応援したい人は伊能歌舞伎
後援会事務局（☎73-2930または☎090-
9325-7458）へ。
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決算の公表
市の家計簿ともいえる平成24年度の決算がまとまりました。皆さんから納められた貴重な税金
がどのように使われているのかを知ってもらうため、市では毎年、財政状況を公表しています。

福祉や教育など、市の行政運営の基本的な経費の会計です一般会計
　平成24年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入が645億7,307万円、歳出では601億2,311万円で、差し引き
は44億4,996万円でした。この中には、平成25年度に繰り越すべき財源として21億9,346万円が含まれてい
ますので、平成24年度の実質収支は22億5,650万円でした。

その他　5億2,019万円（0.9％）農林水産業費
12億1,526万円（2.0％）

消防費　34億3,579万円（5.7％）
商工費　16億6,485万円（2.8％）

公債費
42億6,529万円

（7.1％）
土木費

53億9,104万円
（9.0％）

衛生費
78億6,526万円

（13.1％） 教育費
95億7,594万円
（15.9％）

総務費
104億8,108万円
（17.4％）

民生費
157億841万円
（26.1％）

645億7,307万円 601億2,311万円

（市民税・固定資産税など）
市税
（市民税・固定資産税など）
299億2,485万円
（46.3％）

その他　43億5128万円（6.7％）

（特定の事業に対し国から交付されたお金）
国庫支出金
（特定の事業に対し国から交付されたお金）
71億5,415万円（11.1％）（国や銀行から長期に借りたお金）

市債
（国や銀行から長期に借りたお金）
53億8,860万円（8.3％）

（財政力に応じて国から交付されたお金）
地方交付税

（財政力に応じて国から交付されたお金）
43億2,237万円（6.7％）

（前年度から繰り越されたお金）
繰越金

（前年度から繰り越されたお金）
38億5,675万円（6.0％）

（市の貯金「基金」から繰り入れたお金）
繰入金

（市の貯金「基金」から繰り入れたお金）
29億718万円（4.5％）

（特定の事業に対し県から交付されたお金）
県支出金

（特定の事業に対し県から交付されたお金）
22億5,332万円（3.5％）

（保育料など特定の利益を受ける人が負担したお金）
分担金・負担金

（保育料など特定の利益を受ける人が負担したお金）
17億8,046万円（2.8％）

（消費税の一部として県から交付されたお金）
地方消費税交付金

（消費税の一部として県から交付されたお金）
17億4,053万円（2.7％）

（施設の使用料や住民票の手数料など）使用料・手数料（施設の使用料や住民票の手数料など）
8億9,358万円（1.4％）

歳入 歳出

民生費 子ども医療費助成事業など
子育て支援の充実を図るため、中学3年生までの子どもの入院・通院に対して医療費を助成

総務費 公津の杜複合施設整備事業など
公津の杜地区におけるコミュニティ活動の拠点施設となる複合施設の建設工事を実施

教育費
公津の杜中学校建設事業など
西中学校の生徒数増加による教室不足を解消するとともに、学校規模の適正化を図るため、公津の
杜中学校の建設工事を実施

衛生費 新清掃工場整備事業など
富里市との共同事業により、「成田富里いずみ清掃工場」（平成24年10月から稼働）の建設工事を実施

土木費 JR・京成成田駅中央口地区整備事業など
JR成田駅東口地区に再開発ビルの建設工事を実施

公債費 市債の償還元金と利子

消防費 消防庁舎整備事業など
赤坂消防署庁舎の老朽化と耐震性の不足により、新庁舎の建設工事を実施

商工費 企業誘致事業など
産業の振興や雇用の創出を図るため、対象区域に工場などを新設した事業者へ奨励金を交付

農林水産業費 水田農業構造改革対策事業など
水田の有効活用を促進し、収益性の高い安定した水田農業経営の確立を支援

平成24年度

このような事業に使われました
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決算の公表平成24年度

　
平
成
24
年
度
成
田
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営

企
業
会
計
の
決
算
と
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
そ
の
他
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
し
た

結
果
、
決
算
書
な
ど
の
計
数
に
誤
り
が
な
く
、
予
算
お

よ
び
運
用
は
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
お
お
む
ね
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
基
金

　
予
算
の
執
行
状
況
お
よ
び
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

総
合
5
か
年
計
画
に
基
づ
き
各
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

事
業
の
優
先
度
を
考
慮
し
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
施

策
が
図
ら
れ
、
計
画
的
に
諸
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
決
算
状
況
は
一
般
会
計
で
、
歳
入
決

算
額
6
4
5
億
7
、
3
0
7
万
2
、
1
5
3
円
、
歳
出

決
算
額
6
0
1
億
2
、
3
1
0
万
8
、
6
6
9
円
、
歳

入
歳
出
差
引
残
額（
形
式
収
支
額
）は
、
44
億
4
、
9 

9 

6
万
3
、
4
8
4
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
ほ
か
5
会
計
）で

は
、
歳
入
決
算
額
2
1
5
億
6
、
0
0
2
万
8
、
7 

7 

0
円
、
歳
出
決
算
額
2
0
7
億
2
、
8
4
6
万
2
、

5
5
0
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額（
形
式
収
支
額
）は
、

8
億
3
、
1
5
6
万
6
、
2
2
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
全
般
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

我
が
国
の
景
気
は
、
着
実
に
回
復
に
向
け
た
動
き
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
雇
用
・
所
得
環
境
な
ど
依
然
と
し
て

厳
し
さ
が
残
り
、
経
済
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
の
財
政
は
、

税
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
う
え
に
義
務
的
経
費
が

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
財
源
の
確
保
に
は
一
層
の
厳
し

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
J
R
成
田
駅
東
口
地

区
再
開
発
事
業
、
学
校
適
正
配
置
事
業
な
ど
の
大
規
模

事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
税
の
収
納
率
向
上
な
ど

自
主
財
源
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
随
意
契
約
の
適
切
な
締
結
な
ど
に

よ
り
、
一
層
の
経
費
節
減
を
徹
底
し
、
財
政
の
健
全
性

を
堅
持
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
経
営
型
行
政
運
営
の
視
点
を
持
っ

て
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
財
源

の
重
点
的
配
分
に
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、

さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
に
努
力
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
基
金
に
つ
い
て
は
、
特
定
目
的
基
金
19
基
金
、
定
額

運
用
基
金
5
基
金
を
運
用
し
、
そ
の
運
用
状
況
は
、
お

お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
見
る
と
、
総

収
益
23
億
6
4
8
万
9
、
5
1
5
円
に
対
し
、
総
費
用

17
億
9
、
8
4
4
万
8
1
8
円
で
、
5
億
8
0
4
万
8
、

6
9
7
円
の
純
利
益
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
健
全
性

は
お
お
む
ね
維
持
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

見
る
と
、
総
収
益
2
億
5
、
1
2
2
万
7
、
6
8
9

円（
他
会
計
補
助
金
1
億
8
、
8
1
6
万
3
、
7
5
4

円
を
含
む
）に
対
し
、
総
費
用
2
億
5
、
1
2
2
万
7
、

6
8
9
円
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
収
支
差
引
額
0
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
給
水
区
域
内
の
普
及
率
の

向
上
に
一
層
努
め
、
安
全
で
よ
り
良
質
な
水
の
安
定
供

給
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

※ 

く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎
20
‐
1
5
7
2
）

へ
。

成
田
市
監
査
委
員
　
福
田
　
　
　
稔

　
　
　
　
同
　
　
　
　
三
浦
　
　
　
弘

　
　
　
　
同
　
　
　
　
大
倉
　
富
重
雄

決
算
審
査
意
見
要
約

会計名 歳入 歳出
国民健康保険（事業勘定）129億9,305万円 123億9,254万円
国民健康保険（施設勘定） 1億7,544万円 1億6,363万円
下水道事業 19億6,532万円 18億9,425万円
公設地方卸売市場 2億1,716万円 2億 24万円
介護保険 52億7,903万円 51億5,819万円
農業集落排水事業 1億6,236万円 1億5,670万円
後期高齢者医療 7億6,767万円 7億6,291万円

合計 215億6,003万円 207億2,846万円

特定の事業を行うために、一般会計と区別して処理する会計
です

地方公営企業法の適用を受け、民間企業のように、利用料金
などの収益で運営している公営企業の会計です

特別会計 公営企業会計

市の借金です
市債

区分 平成24年度末現在

一般会計

総務債 94億7,736万円
民生債 12億4,641万円
衛生債 46億2,494万円
農林水産業債 1億1,647万円
土木債 95億9,452万円
消防債 16億8,239万円
教育債 83億1,875万円
その他 87億2,125万円
計 437億8,209万円

特別会計
下水道事業債 70億7,472万円
農業集落排水事業債 15億5,276万円
計 86億2,748万円

公営企業会計 上水道事業債 99億8,134万円
簡易水道事業債 24億7,175万円
合計 648億6,266万円

水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 23億9,262万円 18億4,945万円
資本的収支 3億9,834万円 12億 678万円

簡易水道事業特別会計
区分 収入 支出

収益的収支 2億5,435万円 2億5,417万円
資本的収支 － 9,054万円

土地・建物・物品・基金（特定の事業を行ったり、財源が不足
したりするときに使う市の貯金など）などがあります

市有財産

区分 平成24年度末現在
土地 446万9,729㎡
建物 43万7,542㎡
物品（車両など） 584台
基金 106億27万円

15 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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上空から見た市内（市役所周辺）

財務4表（平成24年度）の公表
市では、国民健康保険などの特別会計と成田市土地開発公社などの関係団体を含めた「財務4表」
を作成し、資産や負債の状況を含む財政全体について公表しています。

　平成24年度末に市が保有する資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ったかを表す
ものです。資産と負債・純資産を左右に分け、その合計が均衡していることからバランスシートと呼
ばれます。

本対照表から分かる市の状況
　「純資産比率〈純資産合計÷総資産（負債・純資産合計）〉」
は、総資産のうち返済義務のない純資産がどれくらいの割
合かを表します。この比率が高いほど、財政状況が健全で
あるといえ、市町村の標準は60〜70％であるといわれてい
ます。市の純資産比率は75.3％で標準を上回っていること
から、財政状況の健全性がうかがえます。
　「社会資本形成の世代間比率〈純資産合計÷（事業用資産＋
インフラ資産）〉」は、社会資本形成に係る負担のうち、これ

までの世代の負担がどれくらいの割合かを表します。この
比率が高いほど、これまでの世代が社会資本形成に係るコ
ストを負担しており、低ければ、将来の世代が負担しなけ
ればならないことを意味します。市町村のこれまでの世代
の負担割合の平均は約80％です。市の社会資本形成の世代
間比率は82.8％で平均を上回っていることから、負担を将
来に先送りしない、健全な財政運営をしてきたことが分か
ります。

【負債の部】 金額(時価で評価)
1.･流動負債(1年以内に償還する地方
債など) 6,514

未払金・未払費用 244
前受金・前受収益 2
引当金(賞与引当金) 593
預り金(保管金など) 439
公債(短期) 4,808
短期借入金 68
その他の流動負債 360

2.･非流動負債(再来年以降に償還すべ
き地方債など) 70,732

公債 60,055
引当金(退職給付引当金など) 10,211
その他の非流動負債 466

負債合計 77,246
【純資産の部】

純資産合計 235,171
負債・純資産合計 312,417

【資産の部】 金額(時価で評価)
1.金融資産 28,500
資金 8,585
金融資産 19,915
債権 3,764
投資等 16,151

2.非金融資産 283,917
事業用資産(市役所・学校などの
建物や用地) 94,609

有形固定資産 94,458
無形固定資産 10
棚卸資産 141

インフラ資産(道路・橋・公園な
ど地域の共通基盤となる資産) 189,293

繰延資産 15
資産合計 312,417

(単位：百万円)

①貸借対照表（バランスシート）
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決算の公表平成24年度

④資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
　1年間の現金の流れを示し、どのような活動に資金を必要
としているかを表しています。

　1年間の行政に要した費用のうち、福祉サービスやごみの
収集に掛かる経費など、資産形成につながらない行政サー
ビスに要した費用を区分して表すとともに、それらのサー
ビスの対価としての使用料や手数料などの収入を表してい
ます。

　純資産（これまでの世代や国・県が負担した将来返済しな
くていい財産）が、1年間にどのような財源や要因で増減し
たかを表しています。

本計算書から分かる市の状況
　総行政コストは643億4,000万円で、支出に対する受益者
負担は経常収益63億2,600万円で、差し引き580億1,400万
円は、市税などの一般財源や国・県からの補助金で賄ってい
ます。

本計算書から分かる市の状況
　資金収支額は1億3,200万円の黒字となり、期末資金残高
は85億8,400万円となりました。

(単位：百万円)
金額

【経常費用】
1.経常業務費用（日常の行政に要した費用） 33,351
人件費 12,960
物件費 9,613
経費 9,433
業務関連費用 1,345

2.･移転支出（補助金・社会保障給付など地域
住民に配分した支出） 30,989

補助金等移転支出 2,635
社会保障関係費等移転支出 25,536
その他の移転支出 2,818

経常費用合計（総行政コスト） 64,340
【経常収益】

経常業務収益 6,326
業務収益 5,233
業務関連収益 1,093

経常収益合計 6,326
純経常費用（純行政コスト） 58,014

(単位：百万円)
金額

前期末残高 235,163
当期変動額

【財源変動の部】 354
1.財源の使途 76,402
純経常費用への財源措置 58,014
固定資産形成への財源措置 11,578
長期金融資産形成への財源措置 1,506
その他の財源の使途 5,304

2.財源の調達 76,756
税収 32,601
社会保険料 4,366
移転収入 28,013
その他の財源の調達 11,776

【資産形成充当財源変動の部】 △303
1.固定資産の変動 3,557
2.長期金融資産の変動 △1,557
3.評価・換算差額などの変動 △2,303

【少数株主持分変動の部】 △1
【その他の純資産変動の部】 △42
当期変動額合計 8
当期末残高 235,171
本計算書から分かる市の状況
　純資産は800万円増加しました。

対象に含める会計の範囲
連結グループ

市が50％以上出
資するなどの連
結団体基準を満
たす関係団体
(成田市土地開発公社
など)

市全体

特別会計
(国民健康保険
など)

一般会計

富里市と共同で建設された成田富里いずみ清掃工場

②行政コスト計算書 ③純資産変動計算書

(単位：百万円)
金額

【経常的収支区分】
経常的収支（行政サービスを行う中で、毎年
継続的に収入・支出されるもの） 10,937

経常的収入 71,157
経常的支出 60,220

【資本的収支区分】
資本的収支（学校・公園・道路などの資産形
成、投資・貸付金などの収入・支出） △10,602

資本的収入 4,156
資本的支出 14,758

基礎的財政収支 335
【財務的収支区分】

財務的収支（市債・借入金などの収入・支出） △203
財務的収入 6,557
財務的支出 6,760

当期資金収支額 132
期首資金残高 8,452
期末資金残高 8,584

17 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



平成25年度予算の執行状況
市民の皆さんが納めた税金、国・県からの支出金、市債など（歳入）がどのように使われたか（歳
出）を知ってもらうため、毎年6月と12月の2回、市の財政状況を公表しています。今回は平成
25年度上半期（4月1日〜9月30日）の執行状況や市債の残高などをお知らせします。

一般会計の執行状況

特別会計の執行状況
予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険（事業） 129億5,051万円 70億1,164万円 54.1% 54億1,920万円 41.8%
国民健康保険（施設） 2億 119万円 6,646万円 33.0% 8,015万円 39.8%
下水道事業 26億 683万円 9億1,387万円 35.1% 9億 94万円 34.6%
公設地方卸売市場 2億1,021万円 1億3,349万円 63.5% 9,529万円 45.3%
介護保険 53億7,210万円 22億1,725万円 41.3% 21億9,784万円 40.9%
農業集落排水事業 1億6,505万円 1億3,920万円 84.3% 7,173万円 43.5%
後期高齢者医療 7億9,550万円 3億1,844万円 40.0% 1億7,559万円 22.1%

公営企業会計の執行状況
区分 予算現額 収入・支出済額 収入・執行率

水道事業会計

収益的収入 19億3,025万円 7億1,027万円 36.8%
収益的支出 18億8,137万円 5億3,598万円 28.5%
資本的収入 10億5,054万円 0円 0.0%
資本的支出 18億4,948万円 2億9,070万円 15.7%

簡易水道事業
特別会計

収益的収入 3億1,196万円 3,198万円 10.3%
収益的支出 3億1,196万円 6,100万円 19.6%
資本的収入 － － －
資本的支出 9,791万円 4,682万円 47.8%

＊ 収益的収入・支出とは、営業面での収支を示すもので、水道料金（簡易水道料金）を主な
収入としています

＊資本的収入・支出とは、配水管の敷設や改良事業などでの収支を示すものです

市債の残高
一般会計債 418億9,953万円
下水道事業債 68億2,525万円
農業集落排水事業債 15億1,751万円
上水道事業債 97億6,364万円
簡易水道事業債 24億2,493万円
合計 624億3,086万円

歳 入
予算現額･･･619億2,101万円
収入済額･･･310億9,924万円
収 入 率････････････50.2%

歳 出
予算現額･･･619億2,101万円
支出済額･･･223億4,410万円
執 行 率･････････････36.1%

収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

市が保有している土地・建物など
土地面積 446万4,800㎡
建物面積 45万 561㎡
物品（車両など） 584台
基金 93億2,766万円

市税･････････････････････173億9,483万円　57.5%

地方譲与税･･････････････････････････ 1億7,436万円　34.1%

地方消費税交付金･･････････････10億84万円　56.9%

地方交付税･･･････････17億5,955万円　73.2%

分担金・負担金･････････････････････ 6億4,397万円　36.6%

使用料・手数料･･･････････････5億4,987万円　54.8%

国庫支出金･････････････････････････24億9,726万円　33.8%

県支出金･････････････････････････････････4億3,619万円　19.2%

繰入金･････････････････････13億円　77.8%

繰越金････44億4,996万円　102.6%

諸収入･･･････････････････････････････････5億5,820万円　21.3%

市債････････････････････････････････････････････････0円　0.0%

その他･･････････････････････ 3億3,421万円　55.7%

        36.2%　30億8,057万円････････････････････････････総務費

            44.3%　76億8,782万円･･････････････････････････民生費

     31.6%　16億2,947万円･･････････････････････････････衛生費

      33.0%　4億4,881万円･････････････････････････農林水産業費

                      63.5%　12億7,213万円･･･････････････････商工費

12.5%　12億5,476万円･･････････････････････････････････土木費

           41.8%　10億4,722万円･･････････････････････････消防費

       34.7%　34億6,998万円･････････････････････････････教育費

               50.5%　21億8,991万円････････････････････････公債費

           42.3%　2億6,343万円････････････････････････････その他

※ くわしくは財政課（☎20-1512）または同課ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/sosiki/zaisei/index.html）へ。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
な
ど

は
、
福
祉
や
保
健
と
い
っ
た
社
会
保
障

や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
る
上
で
大
切
な
財
源
で
す
。

　
し
か
し
、
滞
納
が
毎
年
発
生
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
滞
納
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ

る
は
ず
の
財
源
が
減
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

滞
納
額
・
徴
収
率
の
現
状
と

差
し
押
さ
え
の
実
施
状
況

　
市
税（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
）

の
過
去
5
年
分
の
滞
納
額
と
徴
収
率
の

推
移
は
、
図
1
の
通
り
で
す
。

　
徴
収
率
は
、
県
内
で
上
位
を
維
持
し

て
お
り
、
滞
納
額
も
減
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
滞
納
解
消
に
対
す
る

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
督
促

状
の
送
付
や
催
告
で
納
付
を
促
し
て
も

納
付
が
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
の
実
施

状
況
は
、
表
1
の
通
り
で
す
。

効
果
的
・
効
率
的
な

徴
収
業
務
の
た
め
に

　
市
で
は
、
平
成
23
年
4
月
に
「
債
権

回
収
対
策
室
」
を
納
税
課
内
に
設
置
し

ま
し
た
。
同
室
は
市
税
だ
け
で
な
く
、

保
育
料
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
債
権

で
滞
納
額
が
高
額
な
も
の
や
、
徴
収
が

困
難
な
事
案
を
各
担
当
課
か
ら
引
き
受

け
て
い
ま
す
。
引
き
受
け
て
い
る
債
権

は
、
次
の
通
り
で
す
。

対
象
と
な
る
債
権
＝
市
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
保
育
料
、
時
間
外
保

育
料
、
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金

　
こ
れ
ら
の
債
権
に
つ
い
て
財
産
の
差

し
押
さ
え
・
換
価
な
ど
の
滞
納
処
分
を

専
門
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
効
果
的
・
効
率
的

な
徴
収
業
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
債
権
回
収

に
向
け
て
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
市
が
所
有
す
る
債
権
の
公

正
な
負
担
の
確
保
と
債
権
管
理
の
適
正

化
を
図
る
た
め
「（
仮
称
）成
田
市
債
権

管
理
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
個
別
の
法
令
・
条
例
で
規
定
さ
れ
て

い
る
債
権
の
取
り
扱
い
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
迅
速
な
処
理
や
法
的
措
置
を
行

え
る
よ
う
に
し
て
滞
納
の
縮
減
を
図
り

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
納
税
課（
☎
20
‐
1 

5 

1 

9
）へ
。

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
財
源
の
確
保
と
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
市
民
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
者
に
対
し
て
延
滞
金
の
徴
収
や
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
市
税
な
ど
の
滞
納
の
現
状
や
滞
納
解
消
に
向
け
た
市
の
主
な
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
財
源
の
確
保
の
た
め
に
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図 1　滞納額・徴収率の推移（市税）
滞納額　　　　徴収率（県内54市町村中）（百万円） （%）

222120 23 24

94.1%
（県内3位）

93.5%
（県内5位）

94.2%
（県内6位）

94.2%
（県内3位）

94.2%
（県内5位）

1,879

2,063

1,836

1,856

1,810

（年度）

項目 20 21 22 23 24

不動産 74 83 80 62（6） 52（4）
預貯金 44 245 476 550（44） 466（69）
給与 50 44 69 66（7） 46（9）
国税還付金 27 13 14 2 13
そのほか 13 12 19 56 93（2）
合計 208 397 658 736（57） 670（84）

表1　差し押さえ件数
年度

＊かっこ内の数字は差し押さえ件数のうち債権回収対策室が実施した件数

市
税
な
ど
の
滞
納
に
対
す
る
取
り
組
み
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菅
か ん の

野 芽
め い み

唯美 キャプテン（6年生）
入団して6年目。バスケットボー
ルが大好きなので、中学生に
なっても続けたいです。

成
田
ジ
ュニ
ア
ス
タ
ー
ズ

12月

「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」

151

積極的なドリブルで
突破を図る

ディフェンスと競り合
いながらシュート

　
わ
た
し
た
ち
成
田
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
は
、
小
学
生

の
女
子
25
人
で
活
動
し
て
い
る
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
で
す
。
木
・
土
・
日
曜
日
に
、
成
田
小
学

校
・
美
郷
台
小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
全
員
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
後
、
3
年

生
以
下
と
4
年
生
以
上
に
分
か
れ
て
練
習
し
ま
す
。
3

年
生
以
下
は
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
基
礎
の
反
復
が
、

4
年
生
以
上
は
試
合
形
式
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
、
チ
ー
ム
が
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
体
力
強
化
。
試
合
の
終
盤
に
な
る
と
足
が
止

ま
っ
て
、
相
手
に
攻
め
込
ま
れ
る
試
合
を
幾
度
も
経
験

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
克
服
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

試
合
終
了
ま
で
走
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

持
久
力
を
高
め
る
た
め
、
体
力
を
消
耗
し
て
い
る
練
習

終
盤
に
10
分
間
走
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
長
所
は
、
み
ん
な
元
気
が
あ
っ
て
仲
が
良

い
と
こ
ろ
。
練
習
中
の
雰
囲
気
も
明
る
く
て
活
気
が
あ

り
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
先
輩
た
ち
と
も
仲

が
良
く
、
卒
業
し
て
い
っ
た
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
た
ち
が
、
練
習
に
来
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、

試
合
の
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
り
し
て
、
わ
た
し

た
ち
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
活
動
を
通
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

技
術
面
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
練
習
へ

取
り
組
む
姿
勢
を
学
ん
で
い
ま
す
。
監
督
は
「
一
生
懸

命
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と
を
恥
じ
な
い
。
や
ろ
う
と
し

な
い
こ
と
を
恥
じ
な
さ
い
」
と
、
何
事
に
も
全
力
で
取

り
組
む
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
今
の
目
標
は
、
1
月
の
千
葉
県
大
会
の
予
選
リ
ー
グ

を
突
破
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」
を
実
践
し
、
1
回
1

回
の
練
習
、
1
つ
1
つ
の
プ
レ
ー
に
、
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。
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美しい花に触れると前向きな気分になります

「
暮
ら
し
に
潤
い
と
華
や
か
さ
を
」

が
仕
上
が
る
と
、
器
ご
と
持
ち
帰
っ
て
、
自
宅
の
玄
関

な
ど
に
飾
り
ま
す
。
見
慣
れ
た
風
景
が
ぱ
っ
と
華
や
か

に
な
り
、
気
分
が
明
る
く
な
り
ま
す
。
訪
れ
た
人
に
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
褒
め
ら
れ
る
と
、
う
れ
し
さ
も
ひ
と

し
お
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

に
飾
る
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
す
。
暮
ら
し
に

潤
い
と
明
る
さ
を
与
え
て
く
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
、
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
わ
た
し
た
ち
「
花
の
会
ひ
ま
わ
り
」
は
、
毎
月
第

2
・
4
火
曜
日
に
八
生
公
民
館
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
20
年
近
く
前
に
結
成
し
、

現
在
は
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
を
結
成
当
初
か
ら
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
は
、
生う
ぶ

方か
た

和
代
先
生
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
に
使
う
花
と
花
器
は
毎
回
、
先
生
が
用
意
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
秋
な
ら
リ
ン
ド
ウ
や
キ
キ
ョ
ウ
な

ど
、
季
節
の
花
が
中
心
で
、
毎
回
ど
ん
な
花
に
出
会
え

る
か
考
え
る
と
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　
活
動
で
は
、
制
作
上
の
注
意
点
な
ど
の
説
明
を
聞
い

て
か
ら
、
先
生
の
作
品
を
お
手
本
に
作
り
始
め
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
完

成
し
た
状
態
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
土
台
の
ス
ポ
ン
ジ

に
思
い
思
い
に
花
を
差
し
て
い
き
ま
す
。
ど
こ
に
差
そ

う
か
迷
っ
て
、
手
を
止
め
て
い
る
と
、「
花
が
一
カ
所

に
片
寄
ら
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
土
台

を
見
て
」
な
ど
と
、

先
生
が
助
言
を
く
だ

さ
い
ま
す
。
同
じ
花

材
を
使
っ
て
も
、
人

そ
れ
ぞ
れ
違
う
作
品

に
な
る
の
で
、
メ
ン

バ
ー
同
士
で
見
せ
合

う
の
も
楽
し
み
で
す
。

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

花
の
会
ひ
ま
わ
り

思い思いに花を差して

148

410◦応 募 方 法　･お子さんの写真に住所・氏名（ふりがな）・生年月日・親の
名前・電話番号・30字程度のコメントを添えて広報課へ

◦応　募　先　〒286-8585　花崎町760　成田市役所広報課
◦問い合わせ　広報課　☎20-1503

このコーナーには市内在住で満5
歳までのお子さんの写真を掲載し
ています。お気に入りの1枚が撮れ
ましたら、ぜひお寄せください。

小瀬澤 蒼
そ ら

空ちゃん（5歳・右）公津の杜
　　　 翼

つ ば さ

空ちゃん（1歳）
いつも遊んでくれるお姉ちゃんが大好き
です。二人とも元気に大きくなってね。

藤﨑 恵
け い じ ろ う

次郎くん（3歳）伊能
はずかしがり屋ですがいつもニコ
ニコ。車と音楽と釣りが好きです。

山倉 煌
こうせい

生くん（11カ月）名木
小さく生まれたけど元気いっぱい。
お祭り大好きっ子です。
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しもふさ七福神ふれあいウォーク

歴史や自然を満喫

　七福神が祭られている下総地区の6寺院と成田ゆめ
牧場などを巡る「しもふさ七福神ふれあいウォーク」が
11月3日に行われました。参加者は81人で、市民だ
けでなく、遠方からは埼玉県から来た人もいました。
コースは歴史的建造物を見て巡る楽しみや、沿道に咲
く草花や田園風景などの自然に触れる楽しみを味わえ
る全13.7キロメートル。参加者は思い思いに晩秋を感
じながら約4時間かけて歩きました。

　市内の13公民館で活動しているサークルが一堂に会し、日ごろの成果
を披露する「公民館まつり」が11月2日〜4日、中央公民館で開催されま
した。作品展示、歌や踊りの発表が来場者を魅了したほか、手打ちそば
の模擬店には行列ができるなど、会場は連日大盛況。雨に見舞われた
日もありましたが、3日間の来場者数は約7,900人に上りました。

公民館まつり
芸術の秋をにぎやかに

来場者の目を引く生け花の展示

瓶の中の世界に思わず見とれる

スライムとスノードームを作ろう
瓶の中に幻想的な世界が

　洗濯のりなど身近にある物を使った「スライムとス
ノードームを作ろう」が11月10日に子ども館で行われ
ました。参加した小学生など34人は、まず始めに瓶
に水を入れて合成洗濯のりを溶かし、少し粘り気のあ
る水溶液を作りました。次にラメやスパンコールを入れ
て、内側にお気に入りのマスコット人形を貼り付けたふ
たを閉めると、スノードームが完成。瓶を逆さにするた
びにラメやスパンコールがキラキラと雪のように舞う様
子に、子どもたちはうっとりと見入っていました。

鮮やかな衣装でフラダンス

楽満寺の境内を歩く
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叙勲 受章おめでとうございます
秋の叙勲

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

村本 光さん（加良部）
◦厚生労働行政事務功労　

瑞宝単光章

小川 博司さん（宝田）
◦鉄道業務功労　

瑞宝単光章

宮澤 清さん（宗吾）
◦鉄道業務功労　

瑞宝双光章

鈴木 鶴治さん（大袋）
◦警察功労　

瑞宝双光章

齋藤 弘雄さん（玉造）
◦警察功労　

瑞宝双光章

渡邉 周作さん（玉造）
◦警察功労　

瑞宝単光章

帶刀 久幸さん（加良部）
◦防衛功労　

瑞宝双光章

山田 正史さん（幸町）
◦消防功労　

瑞宝単光章

早川 正平さん（飯仲）
◦消防功労　

旭日小綬章

越川 富治さん（公津の杜）
◦地方自治功労　

瑞宝双光章

飯塚 洋さん（猿山）
◦法務行政事務功労　

瑞宝双光章

佐藤 幸納さん（並木町）
◦教育功労　

瑞宝双光章

髙木 明德さん（橋賀台）
◦会計検査事務功労　
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In
fo

r
m
at

io
n

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

　
戸
籍
は
、
日
本
人
の
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
親
族
関
係
を
登
録
し
、
証
明
す

る
も
の
で
す
。
戸
籍
を
見
れ
ば
、
夫

婦
・
親
子
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
の
関
係
が

分
か
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、
結
婚
・

離
婚
を
す
る
と
き
、
家
族
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
は
、
市
民
課（
市
役
所
1

階
）ま
た
は
下
総
・
大
栄
支
所
で
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い（
遠
山
・
赤
坂
分

室
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）。

　
届
け
出
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
出
生
届
…
名
前
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
文
字
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用

漢
字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
で
す

◦
死
亡
届
…
使
用
す
る
火
葬
場
を
決
め

て
か
ら
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

◦
婚
姻
届
…
届
け
書
に
証
人
2
人（
成

人
な
ら
誰
で
も
）の
署
名
・
押
印
が

必
要
で
す
。
未
成
年
者
が
婚
姻
す
る

と
き
は
父
母
の
同
意
書
が
必
要
で
す

◦
離
婚
届
…
協
議
離
婚
の
と
き
は
、
届

け
書
に
証
人
2
人（
成
人
な
ら
誰
で

も
）の
署
名
・
押
印
が
必
要
で
す
。

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
を
名
乗
る
と

き
は
、
離
婚
後
3
カ
月
以
内
に
「
離

婚
の
際
に
称
し
て
い
た
氏
を
称
す
る

届
」
が
必
要
で
す

本
人
確
認

　
婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・

養
子
離
縁
届
・
認
知
届
を
提
出
す
る
際

は
、
届
け
出
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

し
ま
す
。
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
顔
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
な
ど
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
証
明
書
が
な
い
場
合
に
は
、

届
け
書
の
受
理
後
、
届
け
出
が
あ
っ
た

旨
の
通
知
を
本
人
宛
て
に
し
ま
す
。

休
日
の
届
け
出

　
日
曜
日（
12
月
29
日
を
除
く
）の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
は
、
市
民

課
で
届
け
書
を
受
理
し
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
時
間
帯
は
、「
休
日
夜
間
受
付
」

（
市
役
所
地
下
1
階
）で
届
け
書
を
預
か

り
、
翌
開
庁
日
に
審
査
し
た
後
、
受
理

し
ま
す
。
受
理
日
は
休
日
夜
間
受
付
で

預
か
っ
た
日
と
な
り
ま
す
。

　
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

再
度
来
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
‐
1
5
2

　
5
）、
下
総
支
所（
☎
96
‐
1
1
1
3
）、

　
大
栄
支
所（
☎
73
‐
8
0
6
6
）へ
。

手
続
き
は
市
民
課
・
支
所
の
窓
口
で

戸
籍
の
届
け
出

届け出 届け出期間 届け出人＊ 届け出場所 必要なもの

出生届 生まれた日か
ら14日以内 父または母

出生地、子の本
籍地または届け
出人の所在地の
市区町村

医師または助産師
の出生証明書、母
子健康手帳、印鑑
（届け出人）

死亡届
死亡の事実を
知った日から
7日以内

親族・同居者・
家主・地主・家
屋管理人・土
地管理人・後
見人・保佐人・
補助人・任意
後見人のいず
れか

死亡地、死亡者
の本籍地または
届け出人の所在
地の市区町村

医師の死亡診断書
または死体検案書、
印鑑（届け出人）。
届け出人が後見人
・保佐人・補助人・
任意後見人のとき
は、それを証する
書類も必要

婚姻届 ─ 夫・妻となる
人

夫・妻の本籍地
または所在地の
市区町村

戸籍謄本1通ずつ、
印鑑（夫・妻各1本、
一方は旧姓）

離
婚
届

協
議
離
婚

─ 夫と妻
夫妻の本籍地ま
たは所在地の市
区町村

戸籍謄本1通、印
鑑（夫・妻各1本）

裁
判
離
婚

調停成立また
は審判・判決
確定の日から
10日以内

申立人
夫妻の本籍地ま
たは届け出人の
所在地の市区町
村

戸籍謄本1通、調
停調書の謄本また
は審判・判決書の
謄本と確定証明
書、印鑑（届け出人）

主な戸籍の届け出（このほかに、養子縁組届・養子離縁届・認知届などがあります）

＊届け書に署名が必要な人

※･各施設の測定結果は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/sosiki/ko･
ho/110311.html）に掲載しています。くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

市内の放射線量測定結果
単位：マイクロシーベルト／時国の目標値は0.23マイクロシーベルト／時です。

施設名 測定日 測定の高さ
1m

測定の高さ
0.5m

測定の高さ
0.05m

市役所（花崎町）
11月12日 0.09 0.09 0.08

11月18日 0.08 0.08 0.08

下総支所（猿山）
11月12日 0.10 0.10 0.11

11月18日 0.10 0.10 0.11

大栄支所（松子）
11月12日 0.07 0.07 0.07

11月18日 0.07 0.08 0.07

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

11月12日 0.08 0.09 0.09

11月18日 0.08 0.10 0.10

幡谷大気測定局
（久住体育館隣）

11月12日 0.08 0.09 0.08

11月18日 0.09 0.09 0.10
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車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
楽
し
い
年
末

年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

今
月
は
10
日
に
実
施

も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦
情
相
談

　
12
月
4
日
㈬
〜
10
日
㈫
は
人
権
週
間

で
す
。「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世

紀
〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

育
て

よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
各
種
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
月
の
「
も
め
ご
と
・
な

や
み
ご
と
・
苦
情
相
談（
人
権
・
行
政

相
談
）」
を
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
が
、
女
性
・
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
性
的
少
数

者
な
ど
を
め
ぐ
る
人
権
の
問
題
や
、
近

隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
12
月
10
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
＝
市
役
所
2
階
市
民
相
談
室

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

J
R
成
田
駅
東
口
第
二
種

市
街
地
再
開
発
事
業

計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

　
事
業
計
画
の
変
更
案
を
次
の
通
り
縦

覧
で
き
ま
す
。

　
事
業
に
関
係
の
あ
る
土
地
ま
た
は
そ

の
土
地
に
定
着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権

利
を
有
す
る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。

期
間
＝
12
月
5
日
㈭
〜
18
日
㈬（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
＝
市
街
地
整
備
課（
市
役
所
5
階
）

意
見
書
の
提
出
期
限
＝
1
月
8
日
㈬

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

1
）へ
。

京
成
成
田
駅
東
口
地
区
・

公
津
東
地
区

計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

　
地
区
計
画
の
変
更
案
を
次
の
通
り
縦

覧
で
き
ま
す
。

　
利
害
関
係
者
と
市
民
は
、
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

期
間
＝
12
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫（
土
・

日
曜
日
、
12
月
23
日（
月
・
祝
）を
除

く
）

場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5
階
）

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
6 

0
）へ
。

搬
入
は
計
画
的
に

年
末
の
ご
み
処
理
施
設

　
年
末
は
ご
み
処
理
施
設
が
混
み
合
い

ま
す
。
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
場
合
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場
・
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
12
月
31
日
㈫
ま
で
通

常
通
り
開
場
し
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
の
回
収
は
、
12
月
27
日
㈮

ま
で
に
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場

（
☎
36
‐
1
6
8
9
）へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
が
混
み

合
っ
た
場
合
に
は
、
回
収
が
年
明
け
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
ご
み
処
理
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
広
報
な
り
た
12
月
15
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

滞
納
処
分
を
強
化

自
動
車
税

　
県
で
は
、
自
動
車
税
を
未
納
の
人
に

対
し
、
給
与
・
預
金
・
自
動
車
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
強
化
し
ま
す
。

　
自
動
車
税
を
未
納
の
場
合
は
、
早
め

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
佐
倉
県
税
事
務
所（
☎

0
4
3
‐
4
8
3
‐
1
1
5
0
）へ
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

事
故
防
止

冬
の
交
通
安
全
運
動

　
「
許
し
ま
せ
ん 

飲
酒
運
転 

許
す

人
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
冬
の
交
通
安

全
運
動
が
12
月
10
日
㈫
〜
31
日
㈫
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
目
標
は
次
の
4
つ
で
す
。

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

11月1日〜15日
市長日誌

公民館まつりであいさつ（2日）

1日 成田エアポートツーデーマー
チ実行委員会

2日 公民館まつり
フォーラム・イン・ナリタ

3日 遠山地区敬老会
4日 加良部地区敬老会
6日 都市計画審議会

7日

大学誘致調査特別委員会
緑のカーテンコンテスト表彰式
測量設計協同組合全国情報交
流会inちば

8日 環境審議会
防犯まちづくり推進協議会

9日 八生地区敬老会

10日 成田POPラン大会橋賀台地区敬老会

11日 国道409号道路整備促進期成同盟会通常総会

12日 下水道に関する市町村長との意見交換会
13日 知事と市町村長との意見交換会
14日 秋季グラウンド・ゴルフ大会

15日 横芝・神崎間首都圏中央連絡自
動車道建設促進協議会要望活動
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In
fo

r
m
at

io
n

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ超

え
た
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し
て
一

律
5
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
課（
☎
20 

‐
1
5
3
8
）へ
。

年
末
は
早
め
に
依
頼
を

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

　
12
月
は
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
依
頼
が

集
中
す
る
た
め
、
希
望
日
に
作
業
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
年
内
に
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、

12
月
19
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
20
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、
年

明
け
の
作
業
と
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

日
ご
ろ
か
ら

正
し
い
使
用
を

下
水
道

　
下
水
道
は
、
人
々
の
生
活
環
境
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
公
共
の
財
産
で
す
。

台
所
や
ト
イ
レ
、
風
呂
な
ど
の
排
水
管

に
、
雨
水
、
野
菜
く
ず
、
残
飯
、
天
ぷ

ら
油
、
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、
水
に
溶
け
な
い

紙
な
ど
を
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
各
家
庭
の
汚
水
配
管
の
維
持
管
理
を

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で

の
児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

が
手
当
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
勤
務
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
＝
子
育
て
支
援
課（
市
役
所

2
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

支
給
月
＝
6
月
・
10
月
・
2
月

支
給
月
額（
1
人
当
た
り
）

◦
3
歳
未
満
…
1
万
5
、
0
0
0
円

◦
3
歳
〜
小
学
生
…
第
1
・
2
子
は

1
万
円
、
第
3
子
以
降
は
1
万
5
、

0
0
0
円

◦
中
学
生
…
1
万
円

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得（
総
所
得
額

か
ら
医
療
費
控
除
な
ど
の
金
額
を
引
い

た
額
）が
所
得
制
限
限
度
額（
左
表
）を

す
る
の
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

詰
ま
っ
て
修
理
を
依
頼
す
る
と
、
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
正
し
い
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐

1
5
5
3
）へ
。

登
録
し
て
あ
な
た
の
意
見
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
政
モ
ニ
タ
ー

　
市
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
て

も
ら
う
「
成
田
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
開
始
し
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
が
抱
え
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
や

意
見
を
伺
う
、
事
前
登
録
制
の
ア
ン

ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
意
見
を
活

用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人

登
録
方
法
＝
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市

政
モ
ニ
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h 

ttps://nari-m
oni.city.narita.

chiba.jp/w
im
608/pc/index.

do

）の
「
新
規
モ
ニ
タ
ー
登
録
」
か

ら
登
録

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

扶養親族
などの数 限度額

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

所得制限限度額

10月・11月に検査した野菜・林産物・果樹は、放射性物質が基準値以下でした。

＊1　ベクレルとは、放射能の強さを表す単位で、単位時間（1秒間）内に原子核が崩壊する数を表す
＊2　放射性セシウムの合計は、セシウム134とセシウム137を合算して有効数字2桁に四捨五入したもの
＊3　「検出せず」とは、検出限界値未満であることを示す。検体の測定時における検出限界値はかっこ内の数字
＊4　市の簡易検査はNaI（Tl）シンチレーションスペクトロメータによる測定
基準値　◦一般食品…放射性セシウム　100ベクレル/kg

市内の農産物などの放射性物質検査の結果

単位：ベクレル/㎏＊1

※くわしくは農政課（☎20-1541）へ。

県の精密検査の結果
品目 採取日 放射性セシウム

134
放射性セシウム

137
放射性セシウム134

と137の合計＊2

ソバ 10月29日 検出せず*3（6.9未満） 検出せず（9.1未満） 検出せず
ユズ 10月29日 検出せず（6.7未満） 検出せず（7.9未満） 検出せず
ヤマトイモ 10月29日 検出せず（5.0未満） 検出せず（4.6未満） 検出せず
シイタケ（原木・施設） 10月30日 検出せず（0.686未満） 3.34 3.3
シイタケ（原木・施設） 10月30日 検出せず（0.962未満） 3.43 3.4
シイタケ（原木・施設） 10月30日 検出せず（1.03未満） 3.56 3.6
市の簡易検査＊4の結果 単位：ベクレル/㎏

品目 採取日 放射性セシウム
134

放射性セシウム
137

放射性セシウム134
と137の合計

ワサビナ 10月25日 検出せず（8.61未満） 検出せず（7.58未満） 検出せず
コマツナ 10月25日 検出せず（9.54未満） 検出せず（8.65未満） 検出せず
エダマメ 11月5日 検出せず（8.54未満） 検出せず（7.53未満） 検出せず
ニンジン 11月6日 検出せず（9.34未満） 検出せず（8.32未満） 検出せず
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心の健康、
応援します

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
･※･各相談の受け付けは、終了時
間の30分前までです。

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※･裁判所で係争中の事
件は相談できません。
法律相談1月分の予約
は12月25日㈬･午前8
時30分から受け付け
ます。

法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 10日㈫ 10：00〜15：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 13日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 17日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 17日㈫ 10：00〜12：00

市民よろず相談 21日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館
千葉県行政書士会印旛支部
代表･作田義美さん
☎23-3286

税務支援センター（予約制） 11日㈬・25日㈬ 10：00〜15：00 千葉県税理士会成田支部（囲護台1-1-2成田U-シティホテル1階）
千葉県税理士会成田支部
☎36-7411

司法書士法律相談 18日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館
千葉司法書士会佐倉支部
代表･菊地裕文さん
☎28-5562

司法書士による電話相談 月・水曜日 14：00〜17：00 電話相談のみ（10120-971-438）
千葉司法書士会
☎043-246-2666

木造住宅耐震相談（予約制） 20日㈮ 9：00〜16：00 市役所5階502会議室 建築住宅課･☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー
ズコーナー･☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
商工業者法律相談（予約制） 4日㈬ 10：00〜12：00 商工会館2階相談室 商工会議所･☎22-2101
社労士年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課･☎20-1547
女性のための相談
（DV含む・予約制）

12日㈭・19日㈭・
26日㈭ 10：00〜16：00 市役所2階相談室 企画政策課･☎20-1500

交通事故相談（予約制） 3日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課･☎20-1527

障がい者相談 水曜日・第4日曜日・
祝日を除く毎日 9：00〜19：00 保健福祉館 障がい者相談センター

☎27-1106
酒害相談 5日㈭ 9：00〜12：00 保健福祉館 社会福祉協議会☎27-7755
家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課･☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター･☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター･☎20-2922
教育相談（学校教育・不登
校相談含む） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21･

☎20-1414
教育相談（家庭教育・青少
年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室･☎22-5100

困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相談したいと思っている
ことはありませんか。市などでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を
行います。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日ごろ感じてい
る疑問や悩みを解消してみてはいかがですか。

※12：00〜13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。12月の相談日
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ンセル料が発生するか、来訪しただけでも費用が掛かるか、
現場を見て見積もりと違う場合はどうなるのかなど、事前に
きちんと確認しておきましょう。いくつかの業者に問い合わ
せ、内容を比較するとよいでしょう。
契約する時に料金を再度確認する
　業者を決定し契約するときに、料金について再度確認しま
しょう。現場確認後、見積もりと違う場合には説明を受け、
金額に納得した上で作業に入ってもらいましょう。
依頼した内容と異なる工事を勧められてもすぐに決めない
　修理を依頼した業者から、リフォームなど当初考えていた
ものと内容が大きく異なる修理や工事を勧められることがあ
ります。まずは応急処置を求め、家族で話し合うなどして、
安易に契約をしないようにしましょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

　夜中にトイレが詰まって困り、インターネットで検索
した24時間出張サービスの業者に修理を依頼したと

ころ、高額な費用を請求され、仕方なく支払いました。なぜ
高額になったのでしょうか。

　水漏れや詰まりを24時間体制で修理してくれる出張
サービスは便利ですが、一般的な事業者の営業時間外

にも対応するため、料金が割高に設定されているようです。
トラブルを防ぐためには次の点に注意しましょう。
まずは建物の管理会社に確認する
　マンションやアパートなどでは、建物の管理会社や販売会
社があらかじめメンテナンス業者と提携契約を結んでいる場
合もあります。依頼する前に、建物の管理会社や販売会社に
確認しましょう。
依頼する前に料金をしっかり確認する
　出張料金や作業・技術料金などは業者によって異なりま
す。広告だけを見て低料金で済むと判断せず、業者に電話し
て不具合の状況を伝え、見積もりをとりましょう。また、キャ

水回りの修理 契約前に確認を

Q A&
消費生活相談

Q

A

待機電力を少なくするために
　家庭で1年間に消費する電力の約5％が待機電力であると
いわれています。中でも、ガス温水機器・テレビ・冷暖房兼
用エアコンは多くの待機電力を消費します。
　家庭にある電化製品の使い方を見直すとともに次の点に注
意して、待機電力を減らすよう心掛けましょう。
◦機器を使用していないときはこまめに主電源を切る
◦長時間使わない機器はプラグを抜く
◦スイッチ付き電源タップを使い必要な機器だけスイッチを
入れる
◦機器を一定時間使用しない場合はオートO

オ フ
FF機能＊1を使

う
◦機器の充電が終わったときは、充電器のプラグを抜く
◦設定が無効になってしまうため、プラグを抜くことができ
ない場合は、表示OFF機能＊2を使う

＊1･･一定時間使用しないと自動的に電源が切れる機能
＊2･･電源を切ったときに、時刻などの表示部分を非表示にす
る機能

※くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。

　電化製品を使っていないときに消費する電力のことを待機
時消費電力（待機電力）といいます。
　近年、節電に対する意識が高まり、家庭でもさまざまな節
電対策が行われていると思いますが、この待機電力について
は、言葉は知っていても具体的な対策をしていない人が多い
のではないでしょうか。
なぜ待機電力が生じるのか
　リモコンで操作することができる電化製品は、主電源が
入っていると、製品本体がリモコンからの操作信号をいつ受
けてもいいように、指示待ち状態を保っているため、電力を
消費します。また、メモリー・時計・液晶表示装置などの表
示機能が内蔵されている電化製品は、コンセントにプラグを
差し込んでいるだけでも電力を消費します。

待機電力を減らそう

掲示板

ニュースエ コ
なりた
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柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方
　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受ける場合、
国民健康保険を使えない施術があるので、注意してください。

保険が使えるとき
◦医師や柔道整復師に、骨折・脱臼・打撲・捻挫（肉離れ
を含む）などと診断または判断され、施術を受けたとき
（骨折・脱臼は応急手当でない場合、医師の同意が必要）。
◦骨、筋肉、関節のけがや痛みで、その負傷原因がはっき
りしているとき。

保険が使えないとき
◦日常生活からくる単純な肩凝りや筋肉疲労
◦脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善が見られない
長期の施術

施術を受けるときの注意点
◦重複受診をしない
　　同じけがで医療機関（病院・診療所など）の治療と柔
道整復師の施術を重複して受けたり、2カ所以上の整骨
院・接骨院に通院したりしている場合、保険が使える
施術であっても全額自己負担になる場合があります。

◦けがの原因を正しく伝える
　　外傷性のけがではない場合（神経痛・五十肩・ヘルニ
アなど病気による痛み）は保険が使えません。また、仕
事中のけがで労働災害に該当する場合、保険給付が行
えません。
◦療養費支給申請書へは本人が署名
　　「療養費支給申請書」に記載されるけがの原因・けがの
名前・施術を行った日・施術内容・施術回数・金額を
確認し、本人が署名・押印してください。
◦領収書を必ずもらう
　　市では、医療機関や整骨院・接骨院からの保険請求の
内容をお知らせする「医療費のお知らせ」を送付します。
領収書と請求内容を確認しましょう。

　このように、整骨院や接骨院では健康保険を適用できる
範囲が決められています。看板に「健康保険取扱い」と表示
されていても、対象とならない場合もあるので、受診する
前に内容をよく確認しましょう。

　初診日が厚生年金加入中であるときは障害厚生年金、共
済組合加入中の場合は障害共済年金の対象になりますの
で、それぞれ年金ダイヤル、各共済組合に問い合わせてく
ださい。

※くわしくは保険年金課（国保☎20-1526・年金☎20-1547）へ。

国 保
年 金

国民健康保険特別会計

老後だけでなく、障がいを負ったときや一家の支え手が亡
くなったときも、年金を受給できる場合があります。今回
は障害基礎年金についてお届けします。

　障害基礎年金は、国民年金加入中(加入していた人は60
歳以上65歳未満の期間も含む)に初診日がある病気やけが
で一定の障がいを負った人に支給されます。請求は初診日
から原則1年6カ月以降(1年6カ月後が20歳未満のときは
20歳以降)にできます。
　障害基礎年金を受給するためには、①障がいの重さが基
準以上②一定の保険料を納付済み(初診日が20歳前のとき
は除く)という条件を満たす必要があります。
保険料納付条件
次のいずれかを満たす必要があります。
①･･初診日の前々月までの被保険者期間のうち納付期間や免
除・猶予期間などが3分の2以上あること
②･初診日が平成28年3月末までのときは、初診日の前々
月までの直近1年間に未納がないこと

老後だけではありません

国民年金のサポート

問い合わせ先

国民年金加入中の初診日
第１号 市保険年金課

☎20-1547

第３号 年金ダイヤル（全国共通）
☎0570-05-1165

厚生年金加入中の初診日 年金ダイヤル（全国共通）
☎0570-05-1165

共済年金加入中の初診日 各共済組合
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在学中の利子を半額助成

国の教育ローン
　市では、国の教育ローンの融資を受け
て、高校・大学などに入学する人や在学
している人、その親族に、在学期間中の
利子の半額を助成します。
対象＝金融機関から国の教育ローンの融
資を受け、次の2つの条件を満たす人
◦市内に1年以上住民記録がある人
◦市税を完納している人
利子助成期間＝交付決定された月からの
在学期間（最長7年間。留年した年数
は除く）

申請に必要なもの＝返済予定表・住民
票（世帯全員が記載されたもの）・平成
24年度の市税納税証明書・印鑑・在
学または入学を証明できるもの
※くわしくは教育総務課（☎20-1580）へ。

資源ごみの回収に奨励金

リサイクル運動の団体登録
　市に登録をしてリサイクル運動を行っ
た団体には次の通り、奨励金を贈呈しま
す。登録は随時受け付けています。
対象＝自治会、子ども会、老人会、地域
住民で構成された営利を目的としない
団体

奨励金＝市内の一般家庭から集めた資源
物1キログラム当たり10円

資源物＝紙類・衣類・布類・ビン類・カ
ン類・金属類・ペットボトル
※くわしくはクリーン推進課（☎20-15･
30）へ。

事業所の給与事務担当者へ

個人住民税の特別徴収
　給与所得に係る個人住民税は、特別徴
収（事業所が給与から税額分を差し引き、
市に納付）にするようにお願いします。
従業員にとっては、年間の税額を12回
に分けて納付することができるため、個
人で納付するときよりも1回当たりの金
額が少なくなるというメリットがありま
す。
　特別徴収にするためには、1月31日
㈮までに市に提出する給与支払報告書の
総括表に特別徴収を希望する件数を記載
し、提出してください。
※くわしくは市民税課（☎20-1513）へ。

催し物
成田空港に巨大ツリー

クリスマス・フェスティバル
日時＝12月14日㈯･午前11時〜午後7時
会場＝成田空港第2旅客ターミナルビル
前中央広場

内容＝My･Little･Lover･akkoのアコー
スティックライブ、永島敏行トーク
ショー、抽選会、地元団体や空港内テ
ナントによる出店、巨大ツリー点灯式
など
※空港へ入場する際には本人確認ができ
るものが必要です。くわしくはクリス
マス・フェスティバル実行委員会事務
局（NAA地域共生部・☎34-5858）
へ。

プロオーケストラの演奏を

ふれあいコンサート
日時＝12月19日㈭･午後3時30分から
会場＝市議会議場
内容＝「ニューフィルハーモニーオーケ
ストラ千葉」のメンバーによる弦楽四
重奏
※議会終了後の開催のため、開始が遅れ
る場合があります。鑑賞を希望する人
は当日直接会場へ。くわしくは生涯学
習課（☎20-1534）へ。

　図書館本館・公津の杜分館は火〜金曜
日は午後7時（2階は午後5時15分）まで、
土・日曜日は午後5時まで開館しています。

図書館

映画会
会場＝市立図書館2階視聴覚ホール
◇12月7日㈯・8日㈰＝「レ・ミゼラブル」
2012年・イギリス・吹替

　午後1時30分からホール前で整理券を
配布します。

◇12月14日㈯＝「ナイトメア・ビフォア・クリ
スマス」･1993年・アメリカ・アニメ・吹替
◇12月15日㈰＝「用心棒」･1961年・日本
◇12月20日㈮＝「ピーター・パン2･ネバー
ランドの秘密」･2002年・アメリカ・アニ
メ・吹替

◆定員は171人（先着順）、入場は無料、
上映は午後2時から。くわしくは視聴覚
サービスセンター（☎27-2533）へ。

平成25年10月分

航空機騒音測定結果

測定局  Lden WECPNL
竜台 55.0 66.0
長沼 58.8 70.1
北羽鳥 58.2 69.8
北羽鳥
北部 57.8 67.9

新川 58.1 68.7
猿山 49.8 59.9
滑川 55.3 66.0
西大須賀 58.3 70.3
四谷 57.8 68.8
高倉 60.6 73.4
内宿 54.2 63.8
磯部 59.4 70.8
水掛 57.2 67.8
幡谷 56.8 67.5
成毛 57.7 68.0
荒海 62.9 74.6
飯岡 61.5 72.9
大生 61.1 72.9
土室（県） 63.6 77.9
土室（NAA） 56.0 66.4

測定局  Lden WECPNL
荒海橋本 63.2 74.8
大室 56.8 67.7
大室（NAA） 57.9 69.8
野毛平
工業団地 61.3 72.7

芦田 63.6 76.7
赤荻 61.2 72.6
野毛平 62.0 74.2
下金山 53.6 66.0
押畑 52.5 63.5
新田（NAA） 53.1 67.1
新田 54.8 68.0
堀之内 59.1 70.8
馬場 57.5 69.3
遠山小 59.7 72.9
本三里塚 60.1 74.5
三里塚小 61.7 74.9
御料牧場
記念館 57.3 70.1

本城 57.9 69.9
南三里塚 59.0 72.2

色文字は、騒防法第一種区域に設置された測
定局を示します。
基準値 Lden：62デシベル以上（参考値WECP 
NL：75以上）
※ 航空機騒音の評価指標は、平成25年4月

からWECPNLからLdenに変更されました。
Ldenとは、時間帯補正等価騒音レベルのこ
とで、航空機騒音をエネルギーとして加算
するもので、夕方や夜間の値には重み付け
を行います。単位はデシベル。この数値は
速報値です。くわしくは空港対策課（☎20-
1521）へ。

今 月の図書館休館日＝2日㈪、9日㈪、16
日㈪、24日㈫、27日㈮（館内整理日）、
29日㈯〜31日㈪（年末休館）

※･23日（月・祝）は本館・公津の杜分館・三
里塚コミュニティセンター図書室のみ開館
します（午前9時30分〜午後5時）。

ライトアップされ華やかな会場

リサイクルショップを
利用しよう

　不用品を捨ててしまわずに、必
要とする人に安く販売するリサイク
ルショップは、ごみの減量と資源の
再利用に役立ちます。

ワンポイント アドバイスエコ
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スイセンの咲く山頂を目指して

県民ハイキング
　日本三大スイセン群生地の1つである
嵯
さ
峨
が
山
やま
（鋸南町・富津市）で、初春を感じ

てみませんか。
期日＝1月26日㈰
集合時間＝午前6時30分（午後6時解散）
集合場所＝JR成田駅西口
定員＝35人（先着順）
参加費＝4,000円（交通費・保険料・資
料代など）

持ち物＝動きやすい服装、昼食、飲み物、
おやつ、雨具

申込方法＝1月9日㈭までに、郵送また
はEメールで住所・氏名・年齢・性別・
電話番号を千葉県山岳連盟指導委員
会・滝内壽

ひさ
一
かず
さん（〒287-0224･新

田206-3･Eメールh.tkuch16@chib･
a-c.ed.jp）へ
※くわしくは同委員会・滝内さん（☎73-･
8570）へ。

お知らせ
市の情報を発信

なりた知っ得情報
　成田ケーブルテレビ（11チャンネル）で、
市の広報番組「なりた知っ得情報」を放送し
ています。放送時間は次の通りです。
放送時間（1日3回）＝午後0時41分、午
後5時41分、午前0時41分
※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

関心を持ち認識を深めよう

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12月10日㈫〜16日㈪は「北朝鮮人権
侵害問題啓発週間」です。
　北朝鮮による人権侵害への対処が国際
社会を挙げて取り組むべき課題とされる
中、この問題に対する関心を持ち、認識
を深めていくことが大切です。
※くわしくは県政策企画課政策室（☎04･
3-223-2203）へ。

東小学校で

閉校記念式典
　東小学校が平成26年3月をもって閉
校します。そこで、3月22日㈯に閉校
記念式典が東小学校で、64年間の歴史
を振り返る会がホテル日航成田で開催さ
れる予定です。以前東小学校に通学して
いた人や以前近所に住んでいた人など、
東小学校にゆかりのある人には案内状を
送りますので連絡してください。
連絡方法＝はがきまたはEメールで住所・
氏名・電話番号を東小学校（〒286-01･
01･十余三27-3･Eメールes-higasi@c･
ity.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは教育総務課（☎20-1580）へ。

料金の一部を助成します

市契約の臨海宿泊施設
契約施設
◦休暇村館山（☎0470-29-0211）
◦蓮沼ガーデンハウスマリーノ（☎047･
5-86-2511）

◦のさか望洋荘（☎0479-67-3511）
◦鵜原民宿組合（☎0470-76-0436）
◦岩井民宿組合（☎0470-57-2088）
対象＝市に住民記録がある人
助成額＝小学生2,000円、中学生以上
2,500円（年度ごとに1人1回まで）

利用方法＝宿泊施設に予約した後、印鑑
を持って生涯スポーツ課（市役所5階）
へ申請して利用券を受け取り、宿泊施
設へ
※くわしくは同課（☎20-1584）へ。

施設の一部が利用できません

国際文化会館で改修工事
　次の期間は利用ができなくなりますの
で注意してください。
◦ホール棟…12月1日〜4月30日
※くわしくは生涯学習課（☎20-1534）へ。

飲料用井戸水に

浄水器設置費補助金
　市では、飲料用の井戸水から次の対象
物質が基準値を超えて検出された場合、
これらを除去するための逆浸透膜方式な
どの浄水器を設置する世帯に対し、補助
金を交付しています。
対象物質と基準値（1リットル当たり）
◦硝酸性窒素・亜硝酸性窒素…10ミリ
グラム
◦ヒ素…0.01ミリグラム
◦トリクロロエチレン…0.03ミリグラ
ム
◦テトラクロロエチレン…0.01ミリグ
ラム

補助金額＝15万円を限度に、浄水器の
購入・設置費の2分の1

　生活保護を受けている世帯の補助金額
は、補助対象費の全額または30万円の
うち、低い額となります（生活扶助基準
の見直しにより、生活保護を受けられな
くなった世帯は、平成25年度の特例とし
て、同様の対象となる場合があります）。
　交付を受けるには、浄水器の購入・設
置前に、申請書の提出などの手続きと、
その審査が必要です。
　上水道が整備されている地区の人は、
補助金の交付は受けられませんので注意
してください。
※くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

所有者は適正な管理を

伸び過ぎた樹木
　車道や歩道に伸びた枝は、車の運転や
自転車、歩行者の通行の妨げとなり、思
わぬ事故を引き起こす場合があります。
また、不審者が身を隠すことが容易にな
るため、防犯上にも好ましくありません。
所有者は、枝の剪

せん
定
てい
や垣根の刈り込みな

ど、適正な管理をしてください。
※くわしくは道路管理課（☎20-1551）へ。

使用・換金期限に注意

成田市プレミアム付商品券
◦商品券を購入した人…使用は12月21
日㈯まで

◦登録事業者…換金は1月15日㈬まで
※くわしくは成田市商店会連合会事務局
（成田商工会議所・☎22-2101）へ。

伝 言 板
M E S S A G E  B O A R D

募 集

64年の歴史に幕を閉じる東小学校
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新しい力を求めます

任期付職員
募集職種と人員
◦保育士…3人
◦保育士（育休代替）…8人
◦精神保健福祉士または社会福祉士…2
人

任期＝平成26年4月1日〜29年3月31
日（保育士（育休代替）の任期はおおむ
ね6カ月〜3年）

受験資格
◦保育士…平成6年4月1日までに生ま
れた人で、保育士の資格を持つ人（平
成26年3月末までに取得見込みの人
を含む）

◦精神保健福祉士または社会福祉士…
平成4年4月1日までに生まれた人で、
精神保健福祉士または社会福祉士の資
格を持つ人（平成26年3月末までに取
得見込みの人を含む）

勤務場所
◦保育士…市内の保育園
◦精神保健福祉士または社会福祉士…障
がい者福祉課（市役所議会棟1階）また
は子育て支援課（市役所2階）

試験案内・申込書の配布＝12月3日㈫
以降に人事課ホームページ（http://
www.city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/jinji/index0000.html）から
ダウンロード。人事課（市役所3階）でも
配布

申込方法＝12月20日㈮（当日消印有効）
までに申込書を直接または郵送で人事
課（〒2･86-8585･花崎町760）へ

試験日＝1月10日㈮
会場＝市役所
※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

買い物のお供に

エコ・マイバッグづくり教室
日時＝12月14日㈯･午後1時〜4時
会場＝加良部公民館1階サークル室
内容＝不用な傘でさまざまな形のエコ
バッグを作る

定員＝6人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは午前9時〜午後5時に成田
市消費者友の会・岩﨑さん（☎22-084･
3）へ。

保育課で

非常勤職員
応募資格＝現在職についていない市民
で、一般的なパソコン操作ができる人
（学生は除く）

募集人員＝1人
業務内容＝書類の整理、データ入力など
勤務期間＝1月6日〜3月31日（土・日曜

日、祝日を除く）
勤務日数＝月11日以内
勤務時間＝午前9時〜午後5時
勤務場所＝保育課（市役所2階）
時給＝860円
応募方法＝12月11日㈬（当日消印有効）
午後5時までに写真を貼った履歴書を
直接または郵送で保育課（〒286-85･
85･花崎町760）へ
※12月16日㈪から面接を行います。く
わしくは同課（☎20-1607）へ。

浄化槽の維持管理のために

環境保全フォーラム印旛
日時＝12月4日㈬･午後1時30分〜4時
会場＝国際文化会館小ホール
内容＝浄化槽の点検や清掃についての実
務者向けの研修、県内の水環境・浄化
槽に関する法令や法定検査の現状につ
いての研修

定員＝50人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは協同組合成田市個人下水道
管理協会（☎22-6431）へ。

寄付にご協力を

使わないイルミネーション
　市では、各家庭で不用になったイルミ
ネーションを集め観光振興に活用しよう
と、さくらの山などで夜間に点灯するこ
とを計画しています。
　使う予定がなく、家庭に眠るイルミ
ネーションがある人は、寄付にご協力を
お願いします。
受付期間＝12月16日㈪まで（土・日曜
日を除く）･午前9時〜午後5時

受付場所＝観光プロモーション課（市役
所4階）
※提供されたイルミネーションは返却し
ません。くわしくは観光プロモーショ
ン課（☎20-1540）へ。

植物をアレンジして

季節のガーデニング教室
日時＝12月19日㈭･午前10時〜11時30
分

会場＝市体育館
内容＝植物の枝でクリスマスリースを作
る

対象＝市内在住・在勤の人
定員＝20人（先着順）
参加費＝2000円（材料費・保険料など）
持ち物＝剪

せん
定
てい
ばさみ・軍手・筆記用具

※申し込みは12月2日㈪午前9時から市
体育館（☎26-7251）へ。

初級簿記資格取得を目指して

専門学校開放講座
日時＝1月18日㈯・19日㈰・25日㈯、
2月1日㈯・8日㈯・15日㈯（全6回）･
午前9時20分〜午後4時

会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝簿記の基礎を学習し、初級簿記資
格取得のための問題演習を行う

対象＝20歳以上の人
定員＝40人（先着順）
参加費＝1,000円（教材費）
※申し込みは生涯学習課（☎20-1583）へ。

縁起物で新年を迎える

お正月かざりを作ろう
日時＝12月21日㈯･午前10時〜11時30
分（受け付けは午前9時50分から）

会場＝子ども館
内容＝正月用の飾りに小さな門松を作る
対象＝小学生（小学1・2年生は保護者同
伴）

定員＝20人（先着順）
参加費＝100円（材料費）
※申し込みは子ども館（☎20-6300、月
曜日・12月15日㈰は休館）へ。

昨年はリースを制作
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募　集 お知らせ 催し物

伝 言 板
M E S S A G E  B O A R D

お買い得品を発見

リサイクル製品の販売
日時＝12月12日㈭〜15日㈰･午前9時
〜午後4時

会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車や家具類
価格＝5,000円以内
対象＝市内在住で、品物を持ち帰ること
ができる人（希望者には建物1階まで
の運送を有料で行います）

申込方法＝リサイクルプラザに備え付け
の申込用紙を提出（本人、同居の家族
のみ可）。申し込み多数の場合は抽選、
当選者にはがきで通知

抽選日＝12月17日㈫
※申し込みのなかった品物は12月17日
の午後1時から即売します。くわしく
はリサイクルプラザ（☎36-1000、月
曜日は休館）へ。

正しい呼吸を意識して

ピラティス教室
日時＝1月15日㈬・21日㈫・28日㈫、
2月4日㈫・12日㈬（全5回）･午前9時
30分〜10時30分（1月21日と2月4
日は午後1時30分〜2時30分）

会場＝中郷公民館
対象＝成人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
持ち物＝運動のできる服装、飲み物、バ
スタオルまたはヨガマット、汗ふきタ
オル

申込方法＝12月20日㈮（必着）までに、
はがきに住所・氏名（フリガナ）・性別・
電話番号を書いて中郷公民館（〒286-
0832･赤荻1587-1）へ
※くわしくは同館（☎22-4614、月曜
日は休館）へ。

えほんとあそぼう

図書館のおはなし会

0・1歳のおはなし会
日時＝12月20日㈮･午前11時〜11時30
分

会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・1歳児と保護者
定員＝12組（初めての人を優先に先着
順）

持ち物＝薄手のハンカチ
申込方法＝午前9時30分〜午後7時（土・
日曜日は午後5時）に市立図書館（☎
27-2000）へ

土曜日のおはなし会
日時＝土曜日･午前11時〜11時30分
会場＝市立図書館1階おはなし室
内容＝絵本の読み聞かせ（第3土曜日は
昔話などの語り）

対象＝4歳〜小学生（第3土曜日は5歳〜
小学生）
※参加費は無料です。「土曜日のおはな
し会」への参加を希望する人は当日直
接会場へ。くわしくは市立図書館（☎
27-2000）へ。

ディズニーランド勤務の経験を生かす

PTA教養研修講演会
　オリエンタルランドでアトラクション
を担当していた自身の体験談を、講師が
語ります。
日時＝12月21日㈯･午前9時30分〜11
時30分

会場＝大栄公民館プラザホール
テーマ＝社会人として大切なことはみん
なディズニーランドで教わった

講師＝香取貴信さん（香取感動マネジメ
ント代表）

対象＝市内在住・在勤・在学の人（託児
利用もできます）

定員と参加費＝100人（先着順）・無料
※申し込みは生涯学習課（☎20-1583）へ。

入所申請書を配布

児童ホーム
　4月1日から市内の児童ホームに新規
入所を希望する児童を対象に、入所申請
書類を配布しています。
対象＝市内在住で小学校に通っていて、
保護者が昼間いない家庭の児童

開設期間＝月〜土曜日（祝日・年末年始
を除く）

配布書類＝入所案内、入所申請書、就労
証明書など

配布場所＝保育課（市役所2階）、下総・大
栄支所、各児童ホーム、保育課ホームペー
ジ（http://www.city.narita.chiba.
jp/sisei/download/hoiku0003.
html）

受付日時＝2月3日㈪〜5日㈬･午前9時
〜午後5時（2月17日㈪からは保育課
で随時受け付けます）

受付場所＝市役所2階201会議室

※申請時に必要な書類が全てそろってい
ないと受け付けできません。受付期間
が短いので、余裕を持って準備してく
ださい。定員を超えた児童ホームは、
待機となります。くわしくは保育課（☎
20-1607）へ。

募 集

児童
ホーム名 場所

中台 中台1-4（中台小校内）
三里塚 本三里塚153-1（三里塚小校庭）
玉造 玉造3-4（玉造小校庭）
平成 江弁須617-2（平成小校庭）
新山 加良部4-23（新山小校庭）
成田 幸町948-1（成田小校内）
本城 本城178-1（本城小校内）
加良部 加良部6-8（加良部小校庭）
橋賀台 橋賀台3-4（橋賀台小校内）
吾妻 吾妻2-6（吾妻小校庭）
川上 多良貝245-308（川上小隣接）
公津の杜 公津の杜3-2（公津の杜小校内）
美郷台 美郷台2-19-1（美郷台小校内）
久住 久住中央3-12-1（久住小校庭）
津富浦 津富浦1093（津富浦小校庭）
豊住 北羽鳥1975-3（旧豊住中校内）
神宮寺 玉造5-28（神宮寺小校庭）
向台 中台3-6（向台小校庭）
（仮称）遠山 小菅1411（遠山小校内）
（仮称）下総 名古屋1214（下総小校内）

植物
採取
禁止

公園内の植物などの
採取は禁じられていま
すので注意
してくださ
い。

物語の世界に引き込まれる
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▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
歯の健康相談 12月 4日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
12月 4日㈬

午後1時15分から
精神科医師・保健師（治療中の人は除く）

12月13日㈮ カウンセラー・保健師（治療中の人は除く）
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
大栄分館赤ちゃん相談（予約制） 12月10日㈫ 午前9時30分〜10時 平成25年2・3・8・9月生まれ
赤ちゃん相談・4カ月 12月25日㈬

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成25年8月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 12月 6日㈮ 平成25年2月生まれ
1歳6カ月児健診 12月 5日㈭ 平成24年5月生まれ
2歳児歯科健診 12月12日㈭ 平成23年5月生まれ
3歳児健診 12月19日㈭ 平成22年6月生まれ
こころの発達相談（予約制） 12月11日㈬ 午前9時〜11時50分 心理発達に心配のある乳幼児

H E A L T H  A N D  W E L F A R E

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けしています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま
での赤ちゃんが対象
　※･赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手

帳別冊1）を
健康増進課
へ送付。

【イオンモール成田】
12月1日㈰・7日㈯･午前10時〜11時
45分、午後1時〜4時30分
※･都合により変更になる場合がありま
す。くわしくは千葉県赤十字血液セ
ンター献血
推進二課（☎
047-457-0･
711）へ。

献血にご協力ください 日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

大田クリニック（日曜日の午前中・ウイン
グ土屋・☎23-2100）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜10時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

急病診療所

※･事前に症状を連絡し、受付時間内に健康
保険証を持って来所してください。

☎27-1116

診療日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜11時（受け付けは午後
10時45分まで）

内　科
小児科

日曜日・祝日、8月13日〜15日、
12月29日〜1月3日
午前10時〜午後5時（受け付けは
午後4時45分まで）

内　科
小児科
外　科
歯　科

みんなおいでよ！なかよしひろば
市では、午前9時〜午後4時30分（各施設の休館日を除く）に子ども館・三里塚コミュニティセ
ンター・もりんぴあこうづの一部を乳幼児と保護者が自由に遊べる場として開放しています。
また、そのほかに下記行事を実施しています。くわしくは各問い合わせ先へ。

※子育てひろばは中央公民館でも開設しています。日時＝12月7日㈯・21日㈯･･午前10時〜正午

対象＝市内在住の乳幼児とその保護者

施設名 行事名 期日 時間

子ども館
（☎20-6300）

親子であそぼう会 12月7日㈯…クリスマス製作
12月21日㈯…クリスマス会 午前10時30分から

読み聞かせ 12月14日㈯ 午後2時から

身体測定 12月20日㈮ 午前10時〜11時30分、
午後1時30分〜3時

子育てひろば 12月14日㈯ 午前10時〜正午

三里塚コミュニティ
センター

（三里塚なかよしひろ
ば・☎40-4880）

親子であそぼう会 12月5日㈭…クリスマス製作
12月19日㈭…クリスマス会 午前10時30分から

読み聞かせ 12月12日㈭・26日㈭ 午前11時から

身体測定 12月13日㈮ 午前10時〜11時30分、
午後1時30分〜3時

もりんぴあこうづ
（公津の杜なかよしひ
ろば・☎27-7300）

おしゃべりひろば 12月10日㈫…0歳児
12月19日㈭…1〜3歳児

午前10時30分から、午
後2時30分から（19日は
午前10時30分からのみ）

遊びのひろば 12月21日㈯…クリスマス会 午前10時30分から
子育て講座 12月7日㈯…音楽で遊ぼう 午前10時30分から
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4c

ビルの清掃と介護食調理
働きたい高齢者のための講習会

講習と日時・会場
◦マンション・ビル清掃スタッフ養成講
習…1月10日㈮〜21日㈫のうち6日
間･午前10時〜午後5時・千葉市文化
センターほか

◦介護食調理技能講習…1月22日㈬〜
30日㈭のうち7日間･午前9時30分〜
午後4時30分・千葉情報経理専門学
校（千葉市）

対象＝公共職業安定所に求職登録が済ん
でいて、講習会の修了後に開催される
就職面接会に参加できる県内在住の
55歳以上の人

定員＝各20人（応募者多数は選考）
参加費＝無料
申込期限＝12月25日㈬（必着）
※講習会前に電話で個別面接相談を受け
てもらいます。くわしくは県シルバー
人材センター連合会（☎043-227-51･
12）へ。

4カ月児・10カ月児が対象
赤ちゃん相談

　市では、生後4カ月児・10カ月児の
育児について相談を受け付けています。
対象者には事前に「赤ちゃん相談票」を
郵送します（4カ月児は生後2カ月の月初
め、10カ月児は10カ月になる月の1カ
月前）。日時は相談票に書いてあります。
会場＝保健福祉館、保健福祉館大栄分館
（大栄分館は予約制）

内容＝身体計測、離乳食の試食（保護者
のみ）、保健師・栄養士・歯科衛生士
などによる個別相談（希望者のみ）など
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

高齢者は1,000円で
インフルエンザの予防接種

接種期間＝12月31日㈫まで
場所＝高齢者インフルエンザ個別予防接
種実施医療機関（広報なりた10月1日
号または区長回覧10月1日号で確認
してください）

対象＝市に住民記録があり、次のどちら
かに当てはまる人

◦接種日当日65歳以上の人
◦60〜64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機
能に日常生活が極度に制限される程度
の障がいを持つ人、ヒト免疫不全ウイ
ルスにより免疫の機能に日常生活がほ
とんど不可能な程度の障がいを持つ人

自己負担＝1,000円
※保険証や運転免許証など年齢を確認で
きるものを持って医療機関に行ってく
ださい。くわしくは健康増進課（☎27-
1111）へ。

募金にご協力を
歳末たすけあい運動

　12月1日㈰から「歳末たすけあい運
動」が始まります。これは、新たな年を
迎える時期に支援を必要とする高齢者や
障がい者、児童などが地域で安心して暮
らすことができるよう実施している募金
運動です。
　自治会などを通じて募金を行いますの
で、皆さんのご理解とご支援をお願いし
ます。
※くわしくは社会福祉協議会（☎27-77･
55）へ。

プラス思考で考える
心の健康市民講座

日時＝12月17日㈫･午後2時〜4時
会場＝印旛合同庁舎2階大会議室（佐倉
市）

テーマ＝プラス思考でセルフケア〜認知
行動療法とその考え方〜

講師＝清水栄司さん（千葉大学大学院教
授）

対象＝市内在住・在勤の人
定員＝100人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは印旛健康保健福祉センター
地域保健課（☎043-483-1134）へ。

一時的に養育ができないときに
子どもショートステイ

　市では、2〜18歳の子どもを養育し
ている保護者が病気などの理由で、一時
的に子どもの養育が困難となった場合、
児童福祉施設で一定期間（連続7日以内）
預かります。
※くわしくは子育て支援課（☎20-1538）へ。

利用料の一部を補助
認可外保育施設

　市では、国の指導監督基準を満たした
認可外保育施設（市外の施設を含む）に通
う小学校就学前の児童の保護者に、年4
回に分けて利用料の一部を補助します。
対象＝保育園の入所基準を満たした小学
校就学前の児童の保護者

対象となる利用料＝保護者が認可外保育
施設に支払った10〜12月分の利用料

申請書配布場所＝保育課（市役所2階）
申請方法＝12月13日㈮〜1月6日㈪に、
申請書に就労証明書、世帯の所得が分
かる書類、利用料の領収書などの必要
書類を添えて保育課へ
※くわしくは同課（☎20-1607）へ。

資格の取得や技能の習得に
母子・父子家庭自立支援給付金

教育訓練給付金
　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教
育訓練講座（医療事務、パソコンなど）を
受講した場合に支給します。
支給額＝入学料・受講料の20％（上限10
万円。4,000円以下は支給されません）

高等技能訓練促進給付金
　看護師や保育士などの資格を取得する
ために、養成機関で2年以上修学する場
合に支給します。
◦訓練促進費（上限2年）
対象＝現在修学中の人と平成26年3月
31日までに修学を開始した人

支給額（月額）＝市町村民税課税世帯7万
500円、非課税世帯10万円

◦入学支援修了一時金
支給額＝市町村民税課税世帯2万5千円、
非課税世帯5万円
※給付を受けるには、受講や申請の前に
相談してください。くわしくは子育て
支援課（☎20-1538）へ。

福祉と健康
H E A L T H  A N D  W E L F A R E
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　JR成田駅前に表参道入口のシンボルとして立
つ高さ6メートルのモニュメントをご存知でしょ
うか。タイトルは「時

と
空
き
の舞」。「火、灯かり、塔」

をイメージした形状の本体最上部に歌舞伎の演目
の一つ「鏡獅子」を表現するブロンズ像が位置して
います。駅前から一目で見通せる位置に立つ、こ
のモニュメント。観光客から表参道の入口が分か
りづらいとの声が多かったことから平成20年9月
に建設されたもので、今では、訪れる観光客のお
もてなしに一役買っています。ところで鏡獅子は、
明治時代に活躍し、劇聖とうたわれた9代目市川
團十郎が自ら振り付けをして演じた演目だそうで
す。こんなところにも特集「歌舞伎が息づくまち
成田」の一端を垣間見ることができます。

集編 後 記

気持ち良く新年を迎えるために

広報なりたは、グリーン購入法
に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読み
やすいUD（ユニバーサルデザイ
ン）フォントを使用しています。

市
の
人
口

人口････････131,315人 （＋80）
男･･･････････ 66,162人 （＋63）
女･･･････････ 65,153人 （＋17）
世帯数･････ 57,448世帯 （＋82）

10月末日現在（　）内は前月比

正月用生け花教室28
土

日時＝12月28日㈯･午後2時〜4時
会場＝大栄公民館
内容＝正月に飾るための花を生ける
対象＝20歳以上の人
定員＝20人（先着順）
参加費＝2,000円（材料費）
※･申し込みは午前9時〜午後5時に大栄公民
館（☎73-7071、月曜日・12月23日（月・
祝）は休館）へ。

28
土

土

土

土

土

日

土

＊日曜開庁は午前8時30分〜午後5時15分。市民課、保険年金課、市民税課、資産税課、納税課、子育て支援課の一部の業務のみ

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

人権週間（P25）
環境保全フォーラム
印旛（P32）
歯の健康相談（P34）
こころの健康相談（P34）

事業計画の変更案の
縦覧（P25）
親子であそぼう会（P34）

千葉ロッテマリーンズ
トークショー（午後4時
30分・市役所6階大
会議室）

献血（P34）
子育てひろば（P34）
子育て講座（P34）

こころの発達相談（P34） リサイクル製品の販売
（P33）
読み聞かせ（P34）

身体測定（P34） クリスマス・フェスティ
バル（P30）
エコ・マイバッグづく
り教室（P32）
桜田の大火（桜田熊
野権現神社）

ふれあいコンサート
（P30）
季節のガーデニング
教室（P32）

0・1歳のおはなし会
（P33）

お正月かざりを作ろう
（P32）
PTA教養研修講演会
（P33）
遊びのひろば（P34）

日曜開庁日 心の健康市民講座（P･
35）

お焚き上げ（宗吾霊堂） 市役所などが年末年
始の休み（1月5日まで）
納め不動（成田山新
勝寺）
正月用生け花教室（下
記）

日曜開庁日

　 　

日曜開庁日
国際文化会館ホール
棟で改修工事（P31）
豊住地区生きがいセミ
ナー（午後1時30分・豊
住公民館）

･ ･

天皇誕生日冬至

･

大雪　

･ 　月

火

火

水

水

木

木

金

金

日

日

火 水

水

木 金

月 火

火

木 金日

月日

日曜開庁日
秋の歴史講演会（午後
2時・生涯大学校）

月

月

木水 金

地区計画の変更案の
縦覧（P25）
大栄分館赤ちゃん相
談（P34）
おしゃべりひろば（P34）
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